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平成１８年９月決算審査特別委員会会議録（加悦町） 

 

招集年月日 平成１８年９月２６日（火） 

会議時間 午前９時３０分 ～ 午後４時５２分 

招集の場所 与謝野町議会会議場 

 

１．出席委員 

       １番  野 村 生 八      １０番  赤 松 孝 一 

       ２番  畠 山 伸 枝      １１番  勢 籏   毅 

       ３番  上 山 光 正      １２番  多 田 正 成 

       ４番  廣 野 安 樹      １３番  服 部 博 和 

       ５番  小 林 庸 夫      １４番  有 吉   正 

       ６番  家 城   功      １５番  谷 口 忠 弘 

       ７番  伊 藤 幸 男      １６番  森 本 敏 軌 

       ８番  浪 江 郁 雄      １７番  今 田 博 文 

       ９番  井 田 義 之      １８番  糸 井 満 雄 

 

 

２．欠席委員 

      （な し） 

 

３．職務のため議場に出席した者 

      議会事務局長    森下 文夫    書 記    植松 ひろ子 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者 

      町 長    太田 貴美    代表監査委員    足立 正人 

      助 役    堀口 卓也    教 育 長    垣中  均 

      加悦地域振興長    和田  茂    税務課主幹    和田  仁 

      保 健 課 長    佐賀 義之    下水道課主幹    西村 良久 

      企画財政課主幹    奥野  稔    商工観光課主幹    太田 幸雄 

      住民環境課主幹    永島 洋視    教育推進課長    土田 清司 

      加悦地域振興課主幹    安井 義明    加悦地域振興課係長    小牧 伸行 

      建設課主幹    西原 正樹 

      教育推進課主幹    佐藤 晃一 

      水 道 課 長    芋田 政志 

      農 林 課 長    山﨑 信之 
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５．議事日程 

  日程第 １  議案第１１８号  平成１７年度加悦町一般会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第 ２  議案第１１９号  平成１７年度加悦町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第 ３  議案第１２０号  平成１７年度加悦町簡易水道特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第 ４  議案第１２１号  平成１７年度加悦町老人保健特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第 ５  議案第１２２号  平成１７年度加悦町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第 ６  議案第１２３号  平成１７年度加悦町勤労者野外活動施設特別会計歳入歳出決算に

ついて                  （質疑～採決） 

  日程第 ７  議案第１２４号  平成１７年度加悦町土地取得特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第 ８  議案第１２５号  平成１７年度加悦町住宅用地造成事業特別会計歳入歳出決算につ

いて                   （質疑～採決） 

  日程第 ９  議案第１２６号  平成１７年度加悦町下水道特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第１０  議案第１２７号  平成１７年度加悦町農業集落排水特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 

  日程第１１  議案第１２８号  平成１７年度加悦町財産区特別会計歳入歳出決算について 

                                       （質疑～採決） 
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委 員長（赤松孝一） 特別委員会を開会いたします。 

合併して初めての特別委員会でございますし、また各旧町の決算、また新町の決算、一部事務

組合の決算と大変メニューは豊富でありますし、初めての経験でありますので、非常に私も不慣

れでありまして、ぜひとも議員諸兄のご協力を賜りまして、十分な決算特別委員会がもてますこ

とを請い願いまして、決算特別委員会の開会にあたりましてのごあいさつとさせていただきます。 

なお、垣中教育長は間近に出席されると思いますが、ただいまから委員会を開会いたします。 

ただいまの出席委員は１８人であります。定足数に達していますので、決算審査特別委員会を

開会いたします。 

本日の委員会は、お手元に配付しております議事日程にしたがいまして進めたいと思います。 

質疑に入りますまでに、約１時間程度、決算の概要につきまして理事者の方、職員の方より説

明をお願いいたしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

それでは早速お願いいたします。 

和田課長。 

和田課長 おはようございます。本日は、旧加悦町の決算審議ということで、よろしくお願いしたいとい

うふうに思います。 

私の方からは、決算の全体的なことに含めまして、当時所管をさせていただきました総務費な

り消防費、これにつきましてその概要をご説明を申し上げたいというふうに思います。 

町長の方からも概要説明のときにございましたけれども、旧加悦町の一般会計の決算につきま

しては、３，７１６万円余りの赤字の決算となっております。 

これにつきましては、ご承知のように、合併の事由によりまして、２月２８日をもちまして打

ち切りというふうなことになってございまして、本来それ以降に入ってまいります補助金ですと

か、起債の借り入れができていないということによります赤字ということでございます。 

これにつきましては、一時借入金で充用いたしまして、新しい与謝野町の予算の方に引き継が

せていただいたということになっております。したがいまして、旧加悦町の決算につきましては、

各費目ごと、全体的に赤字と言いますか、そういった状況であるということをまずご理解をいた

だきたいというふうに思います。 

１７年度につきましては、ご承知のように１６年度の２３号の台風災害、加悦町は甚大な被害

を受けてまいりました。それに対します引き続く災害復興の関係の予算並びに合併に向けました

一定の予算が見込まれるための財源留保、こういったことに注意を払いながら、１７年度は事業

の執行をしてきたというふうなところが主でございます。 

それでは、所管をさせていただいております総務費につきまして説明をさせていただきたいと

思います。決算書でいいますと３１ページをお開きいただきたいというふうに思います。 

３１ページでございますが、これにつきましては一般管理費、総務管理費の目でいいますと一

般管理費ということで、ここにつきましては、総務課に所属いたします職員あるいは特別職等の

給料ですとか、職員手当等を中心に予算を執行をさせていただいております。この中で、特徴的

なものといたしましては、どこの町ともそうだというふうに思いますけども、閉町記念式典を旧

加悦町も行わさせていただきました。その関係の経費、３１ページから３２ページにわたりまし

て、この閉町記念式典の経費を総計で７１万７，０００円執行させていただいております。 
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主なものといたしましては、需用費の３２ページの１１節需用費の中の消耗品費がございます。

閉町記念式典の記念品等をここで執行をさせていただいております。また、１２節の役務費では、

式典用の案内用のはがき、こういったものを執行させていただいていますし、委託料では、

１３節の委託料では会場設営に１５万円、こういった経費を一般管理費では執行をさせていただ

いております。 

同じ３２ページの目の文書広報費、３３ページにわたっておりますが、３３ページをお開きい

ただきたいと思いますけれども、新町になりましてからこの制度は廃止ということになりました

けれども、３３ページの一番上の節でいいますと報酬にあたりますけれども、住民相談員の報酬

ということで、９１万円を執行させていただいております。これにつきましては、決まりました

住民相談員が専属で住民の皆さんの相談に対応いたしておるということで、月水金曜日の週３日

間なんですけれども、役場の相談室の方に詰めまして、住民の皆さんのいろいろな相談に対応さ

せていただいたということで、執行をさせていただいております。 

文書広報費につきましては、そのほかにつきましては、文書送達に係ります郵券料ですとか、

広報の発行経費、こういったものを文書広報費の方では計上をさせていただきました。 

それから同じく３３ページの目の財政管理費ですけれども、これにつきましては、特に申し上

げることはございません。基金の利子等を処理させていただいて積立てをさせていただいたとい

うふうなことでございまして、特に申し上げることはございません。 

それから３４ページの２０の目、財産管理費ということで説明をさせていただきたいと思いま

す。この財産管理費につきましては、主に庁舎の光熱水費ですとか、庁舎の警備の委託料、こう

いったものをこちらの方で処理をさせていただいております。光熱水費につきましては、１１節

の需用費の中の光熱水費で、７０４万７，０００円余りを光熱水費として執行させていただいて

おります。 

ちなみに、１６年度が７９９万９，０００円ということですので、１７年度は若干減ってきて

いるというふうなことが言えると思います。 

それから警備委託料につきましては、１３の委託料で、これは業者委託ということになってお

りまして、毎晩宿直をお世話になっておりますけれども、２７８万７９５円というふうなことで、

警備会社の方に委託料として支払いをさせていただいております。 

それから１９節の負補交負担金補助及び交付金がございます。これは丹後地区土地開発公社に

先行取得を依頼しております関係で、それに見合います均等割ですとか、先行取得しております

金額にあった割合で、丹後地区土地開発公社の方に１３万５，３００円を負担をさせていただい

ているというものでございます。 

それから、３５ページをお開きいただきたいというふうに思います。目で言いますと２７の緊

急不況対策ということで、目をあげさせていただいております。これにつきましては、数年前に

なると思いますけれども、地場産業の低迷等がございまして、できるだけ役場のパートさんです

とか、臨時の職員さんについては、緊急不況対策という位置づけで雇用をしていったらどうかと

いうふうなこともございまして、この目を設けまして緊急不況対策の関係はここに集約をさせて

いただいているということでございまして、まず７節の賃金につきましては、主なものとしては、

この庁舎清掃パート雇いということで、１３４万９，８００円を執行をさせていただいておりま
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す。これにつきましては、週４日、午前中のみ３人の方にお世話になりまして、加悦庁舎の清掃

それから隣にあります保健センター元気館の清掃、それから有線テレビ等が入っております別館

の清掃、こういったことをこの庁舎清掃パートの方にお願いしております。これにつきましては、

加悦庁舎は現在用務員さんといいますか、そういった方がございませんので、退職をされるを機

にこういったスタイルに変えさせていただいたということで、ご理解がいただきたいというふう

に思っております。 

それから３６ページでございます。そのほか有線テレビの臨時雇いですとか、それから町内へ

の文書配達をいただく送達員さんの賃金もここに集約をさせていただいて、それぞれ経費を執行

させていただきました。 

それから１９節の負担金補助及び交付金につきましては、２３号台風災害で被災されました方

への復興支援策として、町独自に設けさせていただいた補助制度がございます。住宅改修補助金

ということで、床上浸水なり床下浸水にあわれた方の住宅を改修される際に、１５％以内、限度

額が８万円ということで、補助をさせていただいております。そういった関係の経費に一般分、

災害分あわせまして７７１万６，０００円を執行させていただいております。 

それから、これは災害とは関係ありませんけれども、不況ということがございまして、機料品

購入、機屋さんで話を伺っておりますと、機料品の購入経費がかさむというふうなこともござい

まして、何かそういったことに支援策はないかということで、機料品を買われた場合に、１万

２，０００円を限度に申請に基づいて補助をしていこうということで、制度を立ち上げまして、

その経費に２５６万６，０００円というふうなことで執行をさせていただいたというふうなこと

でございます。 

時間の関係ではしょって申しわけございません。次に、４０ページの目で申し上げと合併準備

費でございます。これにつきましては、どこの町にもこの目があるというふうに思っております

が、３町の合併に向けましたいろんな経費をここで集約をさせていただいております。旧加悦町

につきましては、大きなものといたしましては、この議場の改修工事あるいは有線テレビの映像

が本庁並びに野田川庁舎でもごらんいただけるように、有線テレビの延伸事業ということで、あ

わせまして４５２万５，０００円を執行させていただいたということでございますし、負担金補

助及び交付金につきましては、これはそれぞれ担当を旧３町で手分けをいたしまして、準備を進

めてまいっております。それにかかりました費用をそれぞれの町に負担をさせていただいたとい

うことで、２月末で区切っておりますので、額的には２町で負担金として９５万６，０００円余

りということになっておりますけれども、ちなみに申し上げますと、保険証のカードをつくるで

すとか、消防団の団旗なり分団旗、これは岩滝町さんの方でお世話になっておりますし、野田川

町さんの方につきましては、奨学資金の貸与及び償還台帳の作成をお世話になったりというふう

なことで、それぞれ分担をさせていただいております。 

それから、ページが飛びまして申しわけないんですが、８２ページまでとんでいただきたいと

思います。８２ページには、消防費ということで款を設けさせていただいております。ここから

消防費の関係があるわけですけれども、まず最初に、目の常備消防費、これにつきましては、宮

津与謝消防組合に負担をいたします項目でございまして、１億３，３００万円余りを宮津与謝消

防組合の方に支払いをさせていただいているということでございます。 
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昨年よりも２６８万円余り少なくなっておりますけれども、これにつきましては、宮津消防組

合も宮津市と一緒に退職手当組合の方に加入をいたしております。それまではその消防職員の退

職手当を積み立てるために基金を造成しておりまして、その基金の造成の負担部分も支払ってい

たわけですけれども、退職手当組合に消防職員も入りましたので、この基金を積み立てる必要が

なくなったということで、その基金を余った分ですけれども、返していただいたということで、

この負担金で相殺をさせていただいているということで、１７年度につきましては、特異な年度

ということで、若干前年度よりも負担金が減ったという経過がございます。 

それから、目の非常備消防費につきましては、消防団員の報酬ですとか、活動費を執行させて

いただいております。 

ここで、加悦町として特徴的なことは、女性消防団員を１０名採用させていただいております。

この女性消防団員も火災現場には行かないわけですけれども、紙芝居等を作成いただいて、保育

園ですとか、老人会等にそういった会場に出向いていただいて、火災のための予防啓発活動を積

極的に展開をしていただいたというふうなことがございます。 

それから８３ページの節の委託料でございますが、消防団員の家族慰安バスツアーということ

で、１７年度は実施をさせていただいております。２年に一遍消防団員を支えていただいており

ます家族の皆さんの慰労を兼ねたこういった催しを実施させていただいております。大型バス

２台で大阪の方に一日出向いていったというふうなことでございます。 

それから８４ページの消防施設費につきましては、消防施設の関係の施設整備を主に行ってお

ります。１７年度につきましては、２基の防火水槽を設置をさせていただいております。２基の

うち、１基は前払い金だけの執行ということで、残りの工事が完成しましてから残りの部分の支

払いについては、与謝野町の方に引き継いだというふうなことでございます。 

それから、水防対策費ということがございますが、水防対策費につきましては、２３号の台風

災害を受けまして以来、いろんな備品の整備をしていきたいというふうなこともございまして、

消耗品ということで需用費で２４２万９，０００円余りを執行させていただいております。毛布

ですとか、土のう袋ですとか、そういった消耗品的なものを買わせていただいたということです

し、印刷製本費の７６万４，５５０円につきましては、防災マップ等の印刷を行いまして、全町

民に配布をしたというふうなことでございます。 

それから特徴的なことにつきましては、アマチュア無線クラブというのが旧加悦町内にもある

わけですけれども、この皆さん方がやはり無線も災害のときには重要だということで、各公民館

に災害の警戒本部の支部が設置されるということになっておるわけですけれども、そこに無線の

受‥設備といいますか、アンテナを常時つけておくというふうなことをしてはどうかということ

で、アマチュア無線クラブの皆さんの方針によりまして、すべての公民館にそういった無線のア

ンテナを設置していただいて、いざ事があったときには、そちらの方にアマチュア無線の方が機

械を持って行ってアンテナに接続すれば、本部とのやりとりが無線でもできるというふうなこと

で、もちろんファックスも無線でできるというふうなことで、災害時に対応できる体制をとらせ

ていただくというふうなことで、非常に心強いというふうなことを感じております。 

消防費につきましては、以上のようなことでございます。 

あと、行政課が管轄しております関係は、公債費ということがございますけれども、公債費に
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つきましては、これまで旧加悦町が借り入れを行ってまいりました起債に対しまして、定期的に

決められた額を返していったということで、９８ページになりますけれども、年間で元利あわせ

ましてですけれども、５億９，０００万円、約６億円を返済していっているということで、予算

的にはそうなりますけれども、旧加悦町では３億７，９００万円の償還で決算を出していただい

ていると、償還月日が３月が多くございますので、３月分の償還につきましては、与謝野町の方

で償還をしていただいたということでございます。 

予備費につきましては、特に予備費を充用したというふうなことはございませんので、特に申

し上げることはございません。 

以上が総務課といいますか、行政課の管轄をさせていただきました内容でございます。十分ご

審議をいただきまして、お認めをいただきますよう、よろしくお願いします。 

委員長（赤松孝一） 大変丁寧な説明であったんですが、一応全部で約１時間となっていますので、ひ

とつご協力のほどよろしくお願いいたします。 

佐賀課長。 

佐賀課長 ご苦労さんでございます。 

それでは、私は旧加悦町の保健福祉課長ということで、報告を申し上げたいというように思い

ます。私の所掌しておりました項目につきましては、一般会計とそれと特別会計が国民健康保険

特別会計、介護保険会計の三つでございます。 

それでは、一般会計の方から順を追って、要約をして特徴的なもののみご報告を申し上げたい

というように思います。 

ページといたしましては４６ページをごらんいただきたいというように思います。この保健福

祉課が所掌しております款につきましては、民生費、衛生費、労働費の三つがございます。この

民生費につきましては、私の保健福祉課の分野と、それと住民課の分野がございます。同じ、例

えば老人福祉等についても、住民課と保健福祉課と、こう受け持つ分野が違いますので、歯抜け

になるような説明になるかもわかりませんけれども、お許しをいただきたいというように思いま

す。 

それでは、ページとしましては４６ページから民生費に入るわけなんですが、４８ページをお

開きいただきたいというように思います。 

この４８ページの上側の備考欄を見ていただきますと、これは２５節の積立金というのがござ

います。この積立金の中に、２，９５７万７，０７７円ということでございますけれども、福祉

振興基金の積立金というのがございます。これが２，９５６万８，０００円ということで、これ

は介護保険会計へ繰り出すために積み立てるということでございますので、ちょっと記憶に残し

ていただきたいというように思います。 

その下側に、繰出金等につきましては、介護保険特別会計、老人保健特別会計、国民健康保険

特別会計、それぞれ実施をしておりますけれども、国民健康保険特別会計については、基盤安定

分ということで、これは一部でございます。 

続きまして、この同じページに老人福祉費というのがございますけれども、これの中の次１ペ

ージめくっていただきまして、４９ページの中には、委託料といたしまして、備考欄を見ていた

だきますと、給食サービス、輸送サービス等々、大変たくさんの在宅福祉事業の補助金がござい
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ます。こういった補助事業を設けて、高齢者の方にサービスを提供いたしております。 

とりわけこの中の高齢者筋力向上トレーニング事業の送迎ということがございますけれども、

これは加悦町の対応しました理学療法を中心に保健センターでリハビリ教室を実施すると、あわ

せまして各地区の公民館に出向いて事業を実施したものでございます。 

高齢者の分については以上でございます。 

続きまして、身障福祉費の説明を申し上げたいというように思いますが、ページとしましては

５１ページをごらんいただきたいというように思います。この５１ページの扶助費のところでご

ざいますけれども、備考欄に金額的には大変大きな支援給付費ということで８，６７０万

７，６６５円というのがございます。これは障害者の方の施設入所の関係の費用でありますとか、

また在宅でヘルパーとかデイサービスの費用として８，６００万円いうような費用を使いまして、

障害者の方の支援をしたものでございます。 

以上が、民生費の説明ということで終わらせていただきたいというように思います。 

続きまして衛生費でございます。衛生費につきましては、特徴的なものはページは５７ページ

をお開きいただきたいというように思います。この５７ページの予防費ということでございます

が、この中の委託料にこの新町になりますと健診費用が無料ということでございますけれども、

旧町の場合について、一定所得のある方についてはご負担をいただいていたというようなことで、

これは保健センター、加悦町の場合は保健センター１ヵ所で健診をしておりました。なお、イン

フルエンザにつきましては、２３４万３，８２３円ということで内訳をしておりますが、高齢者

６５歳以上の方、７５％の方が加悦町の場合は受けていただいておるということでございます。 

以上が衛生費についての説明ということでございます。 

労働費につきましては、シルバー人材センターへの負担金ということでありますので、割愛を

させていただきたいというように思います。 

大変早口で申しわけございませんけれども、次は特別会計の説明をさせていただきたいという

ように思います。ページは１１３ページをごらんいただきたいというように思います。 

この国民健康保険特別会計のこの下の欄に、歳入歳出差引額の不足額が６，５０２万

２，９３８円ということで、８，０００万円の一時借入金を使いまして決算を打ったところでご

ざいます。内容につきましては、どこのまちもこの国民健康保険につきましては大きな変更がご

ざいません。特徴的なものにつきましては、３町トータルいたしまして、この税率については合

併いたしました３月分についても、引き続き旧町のままで３月いっぱいまではお世話になったと

いう経過がございます。 

以上、大変この国保につきましても簡単でございますけれども、以上にさせていただきたいと

思います。 

それでは最後に、介護保険特別会計の説明をさせていただきます。ページは１４９ページでご

ざいます。 

この介護保険特別会計につきましても、歳入不足として１，３３７万２，０６４円の赤字とい

うことでございますけれども、これ１，７００万円の一時借入金をして決算を打ったということ

でございます。 

この特徴的なことにつきましては、合併協議の中で加悦町は１２年度にこの介護保険制度が始
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まったわけなんですが、１３年度から資金繰りが大変利用者が多いということもございまして、

１３年度から借り入れを続けておりました。その合併協議の中で、この借り入れをしている分に

ついては、すべて返済して何もない形で合併しようやということがございまして、今年度、借り

入れをいたしておりましたものにつきましては、すべて繰り上げ償還をさせてもらったというこ

とがございます。この繰り上げ償還の部分につきましては、ページとしましては１５７ページを

お開きいただきたいというように思います。 

この１５７ページの公債費のところで、元金が４，８８９万は８８５円ということで、この

１２年度以降、ずっと借り入れをしていたわけなんですが、これについてをすべて繰り上げ償還

をした、また繰り上げ償還財源については、福祉基金からこの会計が借り入れをして、そしてお

返ししたということでございます。 

以上、大変早口で説明をさせていただきました。細かいところにつきましては、委員さんのご

質問を受けながらお答えをしていきたいというように思います。十分ご審議いただきまして、ご

承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 次は、奥野主幹お願いします。 

奥野主幹 それでは私、企画情報観光課の所管につきまして、ご説明を申し上げたいと思いますけれども、

企画情報観光課といたしましては、総務費の企画費、それから電子計算費、国際交流費、近代化

遺産管理費、観光文化施設管理費、それから農林水産業費にいきまして、農業情報費、それから

商工費にまいりまして観光費、それから土木費の道の駅の管理費ということでございまして、特

別会計におきましては勤労者野外活動施設ということになっておりますので、よろしくお願いし

ます。 

概要について申し上げます。まず企画費でございます。企画費につきましては、ページで言い

ましたら３４ページから３５ページということになっております。 

この企画費につきましては、大体旧３町共通した項目が多いわけですけれども、その主なもの

で申し上げますと、まず北近畿タンゴ鉄道の台風の災害復旧というのがございました。これは沿

線市町で分担いたしておりますその補助を行っております。それから、旧加悦町では第５次総合

計画を立てましたけれども、地域の地区の計画を実施していくのに、後押しをしていこうという

ことでございまして、住民自治活動支援金、さらには新村おこし対策事業というものを持ってお

りますけれども、そうしたものに対しまして補助を行っております。 

それから、ふれあいマイタウン加悦町民会議というのがございますけれども、花いっぱい運動、

町民総クリーン、それから生涯学習の講演会など、こういったことを行いまして、その補助を行

っております。 

それから昨年に限りましては、加悦興産のＳＬ広場にあります２号蒸気機関車が国の重要文化

財になったということで、１月１４日に開かれましたシンポジウムが歴史の館で開かれましたで

すけれども、それに対しても補助を行っております。 

こういったものが企画費の主なものになっております。 

次はめくっていただきましたらページ３６ということになりまして、ここには次のページです

けれども、電子計算費というものがあります。これにつきましては、総合行政情報システムとか、

それからＴＲＹ－Ｘをやっておりましたので、その機器保守、またそれの運営費をここで計上し、
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執行をいたしております。 

次に、３８ページをお開きいただきましたら、４５目で国際交流費というのがございます。昭

和５９年よりイギリスのアベリスツイスと交流をいたしておりました。その関係で、昨年はアベ

リスツイスの高校生が旧加悦町におみえになったということで、これらにつきましては、加悦ア

ベリスツイス友好協会という民間の団体がございますけれども、その方たちが主催して、受け入

れ事業を行っていただきました。それに対する補助ということで、させていただいております。 

次の、近代化遺産管理費でございます。その同じページの３８ページにあります。ここにつき

ましては、主にちりめん街道、それから旧役場庁舎、それから旧加悦鉄道加悦駅舎にかかわる決

算でございます。ご承知のとおり、平成１７年１２月２７日にちりめん街道は国の７１番目とな

ります「国の重要伝統的建造物群」に選定されました。そういった保存に向けました取り組みだ

とか、それから保存されたその取り組みだとか、そういったものに対しまして執行をいたしてお

ります。 

それから、旧役場におきましては、保存修理を行っております。屋根等大変老朽化が激しかっ

たので、ちりめん街道の核の施設ということにも、尾藤家とともになっていくということで、旧

の役場の庁舎に対しまして修理工事を行っております。 

続きまして、次のページの観光文化施設管理費というのがございます。ここにおきましては、

江山文庫、椿文化資料館、古墳公園の運営に関します事業決算でございます。 

江山文庫におきましても、年４回の平常展と特別展ということで、展示活動とそれから学習活

動や、そういったものをやっておりますけれども、椿資料館につきましても、展示、企画展１回

というふうにさせていただきまして、展示を主にした活動を行っております。 

次ページが飛びますけれども、６４ページ、ここに農業情報誌というのがございます。これに

つきましては、加悦町のＣＡＴＶの経費となります。有線テレビとそれからインターネットサー

ビス事業にかかるものでございます。 

有線テレビにおきましては、年間２２０本の自主制作番組を放送しまして、３６４件の文字放

送を行っております。２月末におきましては、２，０２８件の加入者をいただいておりまして、

インターネットサービスでは５０２件という加入状況でございます。 

次は７３ページをお開きいただきましたら、ここに観光費がございます。観光費におきまして

も、補助金の欄を見ていただきましたらわかりますように、大体広域環境事業に対する負担金な

り、補助金というものが大きな割合を占めているというふうに思います。丹後観光キャンペーン、

推進協議会をはじめまして、負担金を丹後全体の観光振興と、広域観光という観点から支出をい

たしております。 

それから、リフレかやの里に対します井水施設改修補助ということで、６００万円を計上して

おります。 

それからもう１個特徴的なことでございますけれども、滝の千年ツバキへの樹生回復というこ

とで、最近ちょっと根の関係でおかしくなっておりましたので、それに対します樹生回復の工事

を行っております。 

それから繰出金で、勤労者野外活動施設に赤字補てんといたしまして、支出を行っております。 

それから７５ページ、次のページでございますけれども、道の駅の管理費があります。これは
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１７６号バイパス沿いにあります「シルクのまち かや」の道の駅の管理費をここで執行をさせ

ていただいておるものでございます。 

以上が一般会計の分でございます。 

次は、勤労者野外活動施設の特別会計でございます。ページにおきましたら１６１ページから

勤野会計が入るわけでございますけれども、昨年は台風２３号の影響によりまして、７月まで道

路が復旧をいたしませんでしたので、その間、閉園を余儀なくされておりました。したがいまし

て、利用者数も少ないということになっておりましで、一般会計より４３５万円を繰り入れてい

ただきまして、決算を行った次第でございます。 

それから、台風のあとでございましたですけれども、いつも春に実施しております総合祭りを

地元の与謝区の皆さんの運営委員会の皆さんのご協力をいただきまして、秋に開催をさせていた

だきました。 

以上が企画情報観光課の所管いたしました決算でございます。大変概要ということで、荒方の

ご説明になったかと思いますけれども、よろしくご審議をいただきまして、お認めをいただきま

すようよろしくお願いします。 

委 員 長（赤松孝一） それでは次に、永島主幹。 

永島主幹 住民環境課の永島です。旧加悦町の住民課の所管にかかわります一般会計決算の説明をさせて

いただきます。 

まず最初に、加悦町の住民課が所管をしておりました事務につきましてですが、大体大まかに

言いますと、一つは総務費の関係で戸籍の関係を担当をしておったということでございますし、

また衛生費の中でごみの関係を担当しておったということです。それで、福祉部門につきまして

は、保健課の方と重複をしておる部分がありまして、かなり入り組んでおるんですが、大まかに

言いますと、児童福祉につきましては住民課が所管をしておったということで、学童保育なり、

保育園の関係は住民課と。それから国保以外の医療につきましても、住民課の方で所管をしてお

ったというふうにご理解をいただきたいというふうに思います。 

それではご説明をさせていただきます。まずは最初に、４２ページですが、総務費です。これ

につきましては、先ほど言いましたように、戸籍住民基本台帳費になっておりますが、これは国

から決まっております住民基本台帳のネットワーク事業なり、戸籍の電算化に係ります事業費と

いうことで、特に大きなものでは戸籍の電算化に係ります機械のリース料等に７００万円近い金

額を執行しております。合併によりまして、住所の表記がすべて変わるわけですが、この戸籍を

電算化をしておりましたことによりまして、非常にスムーズに戸籍の移行作業ができたというふ

うに思っております。 

次に、４６ページですが、これは民生費です。民生費につきましては、どこの町でもやってお

りますように、人権の講演会とか、人権啓発事業に６９万９，０００円、それから社会福祉協議

会への補助金に８９９万円、民生児童委員協議会への補助金が２９４万７，０００円といったよ

うな、そういう執行をしております。 

特に加悦町の特徴的な問題としましては、５１ページを見ていただきまして、ここにあります

算所会館運営費というのがありますが、これは加悦町だけの施設でございまして、地域改善対策

事業として算所隣保館を算所地区に設置をしております。その運営費に１，２６９万
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５，０００円を執行しておりますが、これにつきましては、昭和５４年に建設をされた施設です

が、ただ単に地域の施設ということではなくて、幅広く利用をいただいておりまして、１７年度

では５１０回７，１５４人の非常に多くの利用があります。また、この運営費につきましては、

国なり府の方から５１１万５，０００円の補助金の交付を受けておるということになっておりま

す。 

次に、５０ページですが、５０ページの身障者福祉費ですが、この中で特に住民課にかかわり

ます部分としましては、福祉医療費としまして、身体障害者の医療費の支給事務を担当しており

ますが、旧加悦町では、身障手帳の４級まで一部所得制限を入れておりましたが、対象にしてお

りました。それが合併で範囲が３級までになりましたが、それにあわせて１７年の８月に条例を

改正いたしまして、合併の水準の３級までに整理をさせていただいたということでございます。 

次に、５３ページの児童福祉総務費ですが、ここにつきましては、同じ福祉医療の母子医療分

としまして、４６２万１,０００円、乳幼児医療費に１，２６８万円を執行をしております。ま

た、合併により廃止になりましたが、加悦町当時の単独事業としまして、多子出産祝い金制度と

いうのがありまして、これに第２子出生で１９人で５７万円、第３子以降出生９件で４５万円と

いう執行をしております。 

それから、学童保育にかかわります費用につきましても、ここで執行しておりまして、

７６７万８，０００円を執行しております。特徴的な問題としましては、１７年７月から非常に

与謝地区での学童保育の希望者がふえておりまして、与謝診療所が閉鎖になりましたと、その施

設を利用しまして与謝の学童保育所を開設をしておるということになっております。 

それから次に、５４ページですが、児童福祉施設費ということでございまして、これは保育園

の運営費に係る費用の執行ということで、２億４，３６１万６，０００円を執行しております。

特徴的な事項としましては、桑飼保育園が高床式のような構造になっているということで、以前

から保護者会から耐震診断の要望が出されておりまして、１７年度におきまして耐震調査に

９２万４，０００円を執行をしております。その結果としまして、耐震補強工事が必要という結

果が出ましたので、急遽補正予算の措置をとらせていただきまして、その実施設計費

１，０００万円ほどを執行をしておるということにしております。 

工事費につきましては、１７年度の与謝野町の予算の方から執行をして、既に工事の方は完成

をしておるということでございます。これは急遽こういう対応をさせていただいたということに

つきましては、緊急性があったということもありますが、国のアスベスト関連緊急補正予算の補

助対象になったということがありまして、急遽こういう措置をさせていただいたということでご

ざいます。 

さらに２８６万６，０００円をかけまして、保育園のエアコンをすべて設置をしまして、加悦

町の保育室のエアコンにつきましては、すべて１７年度で完了をしたということになっておりま

す。 

次に、５９ページの衛生費ですが、衛生費のうちじんかい処理費です。じんかい処理費につき

ましては、これはごみ収集処理に関する費用ということで、６，０００万円ほどを執行しており

ますが、加悦町はほかの２町と異なり、可燃ごみと不燃ごみの収集は町の直営で収集をしておる

ということが異なった点であります。 
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それで、もう１点特徴的な問題としましては、加悦町では一部産業廃棄物を受け入れをしてお

りましたが、合併を控えてほか２町にあわせまして、１７年４月よりは産業廃棄物の受け入れは

一切しないという措置をとらせていただきました。また搬入手数料につきましても、５月より改

正をしまして、キログラム当たり５円をいただいておりましたが、７円に引き上げをさせていた

だいて、合併後１０円にさらに引き上がったということになっております。 

このことによりまして、直接持ち込まれる搬入量につきましては、対前年比で６０７トン、

５０．７％減少したという、そういう結果になっております。 

続きまして１３９ページの老人保健特別会計につきまして、簡単にご説明をさせていただきま

す。 

この会計につきましては、医療費の支払い会計ということでございますので、こういった医療

費の支払い財源につきましては、支払い基金なり国庫、府なり町の一般会計の方から財源補てん

をされるという会計でございますので、赤字になるということはない会計でございます。 

決算につきましては、合併前の年度中途の決算ということになっておりますので、差し引きで

１，２４３万７９円の黒字ということになっておりますが、これにつきましては、医療費の支払

いが１０ヵ月の支払い予算の執行になったということでございますし、また医療費が大きく減っ

たという要因につきましては、入院の件数が減ったということでございます。 

以上でございます。 

委 員 長（赤松孝一） 続きまして、安井主幹。 

安井主幹 それでは平成１７年度加悦町一般会計及び特別会計の概要説明を申し上げたいというふうに考

えています。 

まず、平成１７年度の土木費ですけれども、２億６，５２８万２，０００円という決算でござ

います。 

それでは事業につきましてご説明申し上げたいと思います。 

加悦町決算書の７４ページからごらんください。 

まず、７５ページですけれども、土木管理費、負担金補助及び交付金として住宅地裏林地等崩

壊応急復旧事業助成でございますが、これは災害時以外において宅地裏の崩壊について助成し、

住民が安心して生活できるように制度を執行したものです。 

次に、７６ページの道路橋りょう費ですけれども、道路維持費として道路除雪業務でございま

すが、３，３９１万７，０００円執行しております。昨年は大変な大雪でございまして、住民の

足の確保に努めております。また工事請負費ですけれども、地元区長さんから要望をいただきま

して、災害関連といたしまして町道補修工事として８路線、２２１万９，０００円執行しており

ます。同じく道路新設改良費ですけれども、事業認可から２ヵ年となります町道明石香河線に全

力で取り組みました。公有財産購入費をはじめとします委託料、基盤整備の推進を図っておりま

す。その他、災害関連の工事請負費といたしまして１２路線、６５０万３，０００円執行してお

ります。 

次に、７９ページの河川費の河川維持費ですけれども、これも災害関連等の工事請負費といた

しまして、単独事業として１２ヵ所５３８万８，０００円、河川改良費繰越費、あわせて６ヵ所

５６４万６，０００円、それぞれ執行しております。 
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８０ページの野田川治水対策費ですけれども、行政と地域が一体的に事業促進をコンセプトに

執行しております。 

それから８１ページですけれども、住宅費といたしまして尾上住宅等、シロアリ駆除、木造住

宅耐震診断士派遣費用等の執行をしております。 

なお、町が実施しました事業のほかに、国・府の直管事業もありまして、国庫補助事業といた

しましては野田川広域基幹河川改修事業に平成１７年度は事業費ベースといたしまして１億

２００万円のうち、加悦町といたしまして４，２８０万円、それから京都府の単独事業としまし

て加悦但東線ほか５事業に１億８，３２０万円、また道路及び河川管理費といたしまして８事業、

４，７７０万円と積極的に事業を実施していただいております。これらの事業に町民の方々の生

活環境も大きく変貌したというふうに思っております。ここにまた国・府ご当局に心から感謝申

し上げる次第でございます。 

次に、９８ページから１０３ページの災害復旧費をご説明申し上げたいと思っております。 

まず、９８ページの農業施設災害復旧費ですけれども、補助単独費あわせて４２ヵ所、

２，４７２万４，０００円、農地災害復旧費４８ヵ所５，２０８万４，０００円執行するととも

に、農業従事者の皆様の財産、施設等復旧工事を実施しております。また１００ページの公共土

木施設災害復旧費、道路橋りょう災害復旧費ですけれども、繰越明許費含めまして１５路線

５，８７６万１，０００円、河川災害復旧費の繰越明許費含めまして３８ヵ所１億９，８７５万

円をそれぞれ執行しております。道路及び治水管理等、従来の機能を早期に回復できるよう、復

旧工事を実施しております。京都府においても、野田川災害助成復旧事業をはじめといたします

災害関連復旧事業、それから河川災害復旧費とあわせまして、３５ヵ所総事業費２７億

８，０００万円執行していただいております。平成１６年度から平成１９年度にかけ、治水安全

工事を目指しまして、周囲環境の保全等配慮した復旧推進を図っていただいております。改めま

して、地域住民ともども深く感謝申し上げる次第であります。 

それから河川浚渫費といたしまして４，４９０万円、道路災害も国道１７６号バイパスをはじ

めまして、１９ヵ所２億６，６８０万円執行していただいております。 

以上が、一般会計のご説明で申し上げました。 

続きまして、特別会計の平成１７年度住宅用地造成事業特別会計の決算会計についてご説明申

し上げたいと思います。 

１７３ページをごらんください。明石算所分譲地につきましては、一般公募等を行ってきまし

たけれども、厳しい経済状況や民間との競合も計画どおりに販売に至らなかったこともありまし

て、やむなく１億３，０４４万３，０００円の繰越充用処理をとらせていただいたところでござ

います。 

今のところ、明石分譲地につきましては、１８区画中３区画が売れまして、新たに１８年度

１区画を売却しております。また算所分譲地につきましては、１０区画中９区画が既に売却して

おります。 

以上、平成１７年度一般会計、特別会計の決算概要説明とさせていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 
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山﨑課長 それでは平成１７年度加悦町の一般会計決算についてご説明を申し上げたいというふうに思っ

ております。 

６１ページをお開きください。私は旧町では産業振興課を所管しておりました。産業振興課に

つきましては、農林水産業費のうち農業情報費と農地費、それから地積調査費を除く農林水産業

費と、それから商工費のうち観光費を除く商工費の所管をしておりました。 

６１ページでは、１目で農業委員会費、旧加悦町の農業委員会は選挙委員１５人と専任委員

５人の２０人で農業委員会活動をしていただきました。 

それから６３ページになりますが、農業振興費から引き続きます１９節の負担金補助及び交付

金、この中に旧加悦町が推進しておりました資源循環農業の推進ということで、まめっこの肥料

購入、あるいは肥料の散布、米の販売、あるいは大豆の生産振興等に補助事業を実施しておりま

す。また、その上の１３節の委託料では、京のまめっこの肥料散布作業を委託した形で自然循環

農業の推進をしておるというところです。 

補助金の、その資源循環農業の下に、自然農業構造改革事業ということで１２９万

８，０００円ありますが、これにつきましては、生産調整に対する町の独自補助金ということで、

農事組合あるいは米以外の農産物への助成ということで、補助事業を実施しております。 

それからその下に、就農研修資金償還助成事業がありますが、これについては、きょうまで加

悦町の中で新規就農者が１１人研修をしていただいております。これについて、京都府と加悦町

とでその研修資金を償還事業をやるわけですが、現在は４人分の償還をしているということで、

２５２万円のうち府が２分の１、町が２分の１の負担割合で新規就農者への研修資金の償還助成

をしているという部分があります。 

それからちょっと飛ばしていただきます。６８ページまで飛んでいきますが、農業改善事業と

いうことで、１３節委託料では薬草薬木園の管理業務１９４万円、これはリフレッシュ丹後にリ

フレ周辺の薬草薬木園の管理をお願いしたという部分のものであります。 

それから林業費に入ります。６９ページ、林業振興費の１５節工事請負費、これは小規模治山

事業というのが６７５万２，０００円ありますが、これについては２３号台風で与謝公民館の裏

山の山腹崩壊を起こしました。この小規模治山事業については、京都府がいち早く事業採択をし

ていただいたということで、この６７５万２，０００円に対して府の補助金が２分の１、それか

ら２０％については地元の与謝区が負担したという形の小規模治山事業を実施しております。 

それから７０ページの一番上段になるわけですが、有害鳥獣の駆除対策費ということで、負補

交の中では有害鳥獣の防除施設の設置事業補助金を補助事業をやっております。これについては、

町内の３つの農事組合の５ヵ所、３，０８０メートルに対する電気柵の設置事業の補助金を入れ

ております。これに対する府の補助金については、４８万円ということで、京都府が５割、町が

１割、４割は地元負担ということで、この補助事業を構成しております。 

引き続きまして商工費に入らせていただきます。商工費の商工総務費では、１９節の負補交で

ふるさとフェアということで、補助金を支出しております。この内訳につきましては、着物フェ

アということで、ちりめん街道まるごとミュージアムのイベントのときに、着物の普及部分につ

いての補助金をうっておるということと、それから１１月になりましたら農業祭の補助金を

３５万円ということで、このふるさとフェア補助金で一括で着物フェアに対する補助金と農業祭
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に対する補助金の支出を行っております。 

７１ページをお開きください。商工振興費の中では、負補交で中段あたり、補助金の一番下で

すが、商工会事業補助金ということで、商工会の一般事業に対する補助金が１，０００万円、あ

るいは青年女性部の補助が７５万円、それから振興商品券事業で７５万円ということで、

１，１５０万円を補助させていただいております。 

それからその２段下に、ビジネスチャレンジ助成金ということで、２９７万３，０００円が出

ておるわけですが、これにつきましては、業をおこす、あるいはホームページを作成していただ

いてインターネットで外へ発信していただくようなビジネスをやっていただきたいということで、

ホームページの作成あるいは業をおこしたときに対する補助金ということで、ホームページの作

成が４件、起業に対する補助金が４件ということで、この金額の助成金を支出をさせていただい

ております。 

それから引き続きまして７２ページの最上段では、貸付金ということで預託金、マルカロ融資

の預託金、あるいはマル特という預託金の支出をさせていただいております。 

以上、歳出に限っての説明とさせていただきます。十分ご審議をいただきまして、お認めいた

だきますようよろしくお願いします。 

委 員 長（赤松孝一） 芋田課長。 

芋田課長 水道課所管の会計につきましては、簡易水道、下水道事業、農業集落配水事業というのがござ

いますが、下水道事業と農業集落配水事業につきましては、下水道課の所管であります西村の方

から説明をしますので、私は簡易水道特別会計決算についてご説明を申し上げます。 

加悦町の簡易水道施設につきましては、加悦、与謝、奥滝、峠、桜内、温江、明石、香河と

８簡易水道がありまして、加悦簡水につきましては、算所、加悦、加悦奥の浄水場、与謝簡水に

つきましては、与謝、山河、ショウジャクの浄水場がありまして、多くの浄水場、１２の浄水場

があります。 

それでは、１３０ページをお開きください。１３０ページから簡易水道ということで、

１２９ページから簡易水道の決算でございます。 

本年度につきましては、ご存じのように１ヵ月を残した２月末決算のため、歳入総額が１億

２，７９２万１，５１２円、歳出総額が１億４，０５５万６，４９４円でありまして、歳入歳出

差引が１，２６３万４，９８２円の赤字収支となっておりました。 

これは、合併の事由によりまして生じた債務でありまして、１３０ページにもありますように、

１，７００万円の一時借入金で・・・をいたしております。 

まず、歳入から概要を申し上げます。１３１ページからでございます。 

１０款使用料及び手数料、５項使用料、５目使用料、５節現年度分でありますが、調定額１億

１，９０８万３，０４０円、収入済１億５４９万２，８００円で、収入の未済額につきましては、

１，３５９万２４０円ということになっております。 

これは２月末で決算しますので、通常の２ヵ月の出納整理期間がありませんので、収納率とい

たしまして、通常ですと９８．５％ぐらいありますが、収納率につきましては８８．５９％にな

っております。 

１０節の滞納繰越分につきましては、調定額６６２万１，２５１円、収入済額３８万
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９，３９０円、不納欠損額２７万６，４７０円、収入未済額５９５万５，３９１円となっており

ます。 

不納欠損額を計上させていただいておりますが、その内訳につきましては、居所不明者が７名

で、欠損額は１６万５，４４０円、破産者で２法人、２個人につきまして、不納欠損額１１万

１，０３０円で、合計２７万６，４７０円不納欠損額として計上をいたしております。 

１０項手数料、５目手数料、５節の現年度分につきまして、７１万７，０００円収入というこ

とになっております。 

国庫支出金、府支出金につきましては、予算計上なり調定も起こしておりますが、３月に収入

としてあがってきますので、この分につきましては与謝野町の予算に再計上をしております。 

２５款の財産収入につきましては、利子につきましては財政調整基金３，０００万円を積み立

てておりますが、それの利子として９，０００円、財産売払収入の土地売払代金ですが、これに

つきましては、台風２３号災害によりまして、河川、野田川ですけれども、これの復旧で与謝簡

易水道のショウジャク浄水場の水道用地を府に売り渡した収入でございまして、契約の対象地積

１２５．８６平米、用地単価は１平米当たり１万７，４００円で、合計としまして土地売払代金

が２１８万９，９６４円収入としてあがっております。 

繰入金につきましては、一般会計からの繰り入れで２５１万４，０００円、繰越金は前年度の

繰越金として１，６３８万３，１９６円であります。 

収入の諸収入で雑入につきましては２２万６，１６２円ということで、ここの備考欄にあげて

おりますようなものを収入としてあげております。 

町債につきましては、与謝野町に予算を再計上をしておりまして、したがいまして歳入合計は

先ほど申しましたように、調定額１億４，９１６万１，６１３円、収入済額１億２，９２万

１，５１２円、不納欠損額２７万６，４７０円、収入未済額２，０９６万３，６３１円となりま

した。 

続きまして歳出でございますが、１款の事務所費でありますが、これは事務所の経費といたし

まして、職員４人分の給与及び職員手当等であり、支出済は２，８２４万５６９円であります。

２款の維持管理費につきましては、これは水道施設の維持管理経費を計上しておりまして、７節

の賃金では、砂あげ等の作業員で、１日２人で１組として１４０人分を執行しておりまして、

１１５万３，９００円を執行しております。１１節の需用費につきましては、各浄水場の電気代

を光熱水費で、修繕工事を修繕料で、またジ亜塩素等の薬品を薬材料費で需用費総額

１，６４８万６１０円計上をしております。１３節の委託料につきましては、水質検査等で

６１０万９，９０１円を執行しております。１６節の原材料費につきましては、工事材料費を

２５６万２，４５６円執行をし、支出の総額は２，７７７万７，７５８円支出をしております。 

続きまして３款の改良増設費でありますが、これにつきましては、年度途中ということであり

まして、前金払い等で執行しておるものや、それから精算で執行しておるものがありまして、加

悦の改良ということで、加悦奥の水管渠の敷設かえをしております。水管渠で延長として５３メ

ートル、これ１５０ミリを使用しておりまして執行しておりまして、それから加悦簡易水道のも

う一つは、算所の送配水管敷設かえで、送水管の２００ミリを４９６メートル、配水管の

２５０ミリを４９３メートル敷設かえをしております。 
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事業費としましては、３月分も含めますと８，３８０万２，０００円、それから下水道工事の

関連水道管の移設工事費で８５万９，０００円、合計加悦の簡易水道につきましては、

８，４７０万１，０００円ということであります。 

それから明石水道改良費につきましては、１００万円の予算を計上しておりますが、支出は与

謝野町で執行しておりますので、支出はゼロとなっております。 

与謝水道改良費につきましては、旧国道‥‥にありますけれども、配水管の敷設かえ、これ

７５ミリを１８３メートル敷設かえをしております。事業費としましては、３７９万

４，０００円であります。それからもう一つは、与謝の簡易水道統合事業ということで、新山水

源の取水口、それから減圧水槽、導水管の１００ミリを８０メートルしておりまして、事業費的

には１，７９８万６，０００円で、与謝簡易水道につきましては２，１７８万円であります。 

加悦町で行います改良費につきましては、１億７２６万円執行をしておりますが、そのうちの

４，６５８万９，９３８円を加悦町で執行をしております。 

次に、４款の公債費でありますけれども、これは９月に１回執行しておりまして、合計が

３，０５４万６，７２９円であります。 

６款の災害復旧費につきましても、執行は７４０万１，５００円執行しております。これは加

悦簡易水道の復旧を含めまして４簡易水道の復旧をしておりまして、事業費としましては

１，６４１万２，０００円でありますけれども、今回先ほど申しましたように７４０万

１，５００円を執行しております。 

したがいまして、歳出合計は１億４，０５５万６，４９４円であります。 

以上、簡単ではありますが、概要説明とさせていただきます。 

十分ご審議いただきまして、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

委員長（赤松孝一） それでは、あと西村主幹と土田課長の方からも提案が残っていますが、一度予定

の時間を大分オーバーしておりますので、一たんここで休憩をします。そして１１時から再

開しますので、よろしくお願いいたします。 

暫時休憩します。 

（休憩 午前１０時４８分） 

（再開 午前１１時００分） 

委 員 長（赤松孝一） それでは休憩を閉じまして、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

早速に西村主幹、お願いします。 

西村主幹 大変ご苦労さんです。私からは、下水道特別会計、農業集落排水特別会計、それぞれの歳入歳

出決算の概要につきましてご説明申し上げます。 

特徴的なもののみの説明とさせていただきます。 

まず、下水道特別会計でございますが、１８０ページをごらんください。歳入につきましてご

説明させていただきます。 

５款分担金及び負担金の分担金、前年度分でございますが、調定額は年間調定額であるのに対

しまして、収入済額は当初一括納付により収入いたしました額と、分割納付のうちのおおよそ

１月分までを収納いたしました額の合計でございますので、収納率は９０．９％でございます。

滞納繰越分につきましては、収納率１４．６％でございます。 
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次に、１０款の使用料及び手数料の使用料現年度分でございますが、調定額は４月分から２月

分までの１１ヵ月分であるのに対しまして、収入済額は４月からおおよそ１月分までの１０ヵ月

分を収納いたしました額でございますので、収納率は８０．５％でございます。滞納繰越分につ

きましては、収納率６．８％でございますが、平成１７年度におきましては、居所不明者１名に

つきまして、８万６，２５０円を不納欠損処理いたしております。 

次に、１５款の国庫支出金でございます。１８１ページにかけてごらんください。平成１７年

度の国庫補助金総額８，０００万円のうち、補助対象事業の１２月まで執行見合い分、これの

４，７００万円を受け入れております。 

歳入につきましては以上でございます。歳入の収入済額合計は２億４，４９２万４，７２６円

でございます。 

続きまして歳出につきましてご説明させていただきます。時間の関係もございますので、事業

につきましてのご説明のみとさせていただきたいというふうに思います。 

１８５ページ、１８６ページをごらんください。１０款の下水道建設事業費でございます。平

成１７年度におきましては、補助対象事業費１億６，０００万円、単独事業費３，８００万円の

予算現額にお示ししておりますとおり、総事業費１億９，８００万円をもちまして事業を実施し

てまいりましたが、そのうち１億４，９４８万３８４円を執行いたしました。 

その内訳でございますが、１３節の委託料、実施設計に先立ちます事前測量調査が７４３万

４，０００円、管渠敷設工事の実施設計業務が１，０２９万円、それから１５節の工事請負費

１億２，２１８万１，０００円、これは管渠敷設工事、舗装復旧工事など、１３件につきまして

執行したものでございまして、そのうち精算まで行いましたものが１０件、前金のみ支払いまし

たものが３件でございます。また、施工いたしました地区につきましては、算所、加悦奥、滝、

金谷、明石、この５地区でございます。これら事業を実施いたしましたものの合計が１億

３，９９０万５，０００円でございまして、それ以外の部分につきましては、事業の事務費でご

ざいまして、９５７万５，３８４円を事業実施に必要な人件費などに支出いたしました。人件費

はここで約１名分でございます。 

以上、割愛はしましたが、歳出の支出済合計額が３億１，５５１万２，５５２円でございます

ので、繰り入れ歳出差し引き７，０５８万７，８２６円の赤字となりました。これにつきまして

は、一時借入金を７，４００万円充用をいたしております。 

下水道特別会計は以上でございます。 

続きまして、農業集落排水特別会計でございますが、この会計につきましては、平成１７年度

におきましては、奥滝地区の農業集落排水施設の管理運営を主といたしております。 

歳入でございますが、１９１ページをごらんください。５款の分担金及び負担金の分担金でご

ざいますが、下水道特別会計と同様、調定額につきましては年間調定額であるのに対しまして、

収入済額は分割納付のうちのおおよそ１月までを収納いたしました額でございますので、収納率

は７７．７％でございます。 

なお、この奥滝地区に係ります受益者分担金収入につきましては、平成１７年度が徴収３年目

で最終となっております。 

次に、１０款の使用料及び手数料の使用料でございますが、これも同様調定額は４月分から
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２月分までの１１ヵ月分であるのに対しまして、収入済額は４月分からおよそ１月分までの

１０ヵ月分を収納いたしました額でございますので、収納率は８９．３％でございます。 

なお、次の１５款の府支出金の農業集落排水事業補助金でございますが、これにつきましては、

２月までの受け入れはございませんが、若干説明をさせていただきたいと思います。この補助金

につきましては、農業集落排水事業推進交付金という名称のものでございまして、事業実施各年

度の翌年度から５年間にわたりまして、補助対象事業費の３％ずつ、合計１５％を京都府から交

付金として受け入れるというものでございます。この交付金につきましては、事業に係る起債の

償還財源として受け入れるものでございまして、受け入れましたものは全額一たん減債基金に積

み立てたのち、起債の元利償還に充当すると、こういうルールになっております。 

続きまして、基金の繰入金に移らせていただきます。１９２ページでございますが、今しがた

説明いたしましたとおり、この起債の元利償還に充当するために減債基金から繰り入れたもので

ございます。 

以上が歳入でございます。 

続きまして歳出でございますが、１９４ページから１９５ページにかけてごらんいただきたい

んですが、先ほど申しましたように、この会計は管理運営が主となっておりますので、維持管理

費についてのみかいつまんで説明をさせていただきます。 

執行いたしました主なものといたしましては、１３節委託料の浄化センター等維持管理委託

２０２万１，０００円でございます。これは１月分までの１０ヵ月分でございまして、内訳とい

たしましては、浄化センターが１５７万８，５００円、マンホールポンプが４４万２，５００円

でございます。 

そのほかにつきましては、若干の人件費、事務費等を執行いたしております。 

続きまして、２１款災害復旧費の１５節工事請負費でございます。１９６ページをごらんくだ

さい。これは台風２３号によりまして被災いたしました・・・施設の本復旧を実施いたしたもの

でございます。 

以上、歳出の支出済額合計が１，１５２万５１３円でございまして歳入歳出差し引き２２４万

４，６１８円の赤字となりましたので、一時借入金を３００万円充用いたしております。 

以上で、加悦町下水道特別会計及び農業集落排水特別会計の決算の説明を終わらせていただき

ます。十分ご審議いただきまして、ご承認いただきますように、よろしくお願いいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 次に、土田課長。 

土田課長 それでは教育費につきまして、ご説明申し上げます。 

まず、歳出の主なものを申し上げます。８５ページでございます。 

教育総務費、教育委員会費、委託料として、学力診断町指定実践校に３５万２，２００円を、

指定校については、特色ある学校づくりに各校３万円の委託料を執行いたしております。 

続いて８６ページをお開きください。上の段、負担金及び補助金で、高等学校遠距離通学支援

として、前期分として２７万２，０５０円を執行し、約４０名が対象というふうになっておりま

す。後期分については、与謝野町で３月執行というふうになっております。 

次に、８６ページの事務局費でございます。これは教育委員会職員事務局の事務的な経費でご

ざいます。 
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それから次、８７ページをお開きください。交通安全教育費では、小学校、中学校、入学時に

児童・生徒全員に小学校は夜光たすき、中学校はヘルメットを支給したものでございます。 

次に８７ページの小学校費でございます。学校管理につきましては、施設整備は年次計画的に

整備を行っているところでございますが、その中の主なものとしまして、８８ページ工事請負費、

加悦小学校では低鉄棒設置工事に３９万４，０００円、桑飼小学校では屋内運動場、耐震補強工

事に付帯工事も含め、１，７９８万１，２５０円。８９ページをお開きください。与謝小学校エ

アコン設置工事に７２万２，７２５円などの執行額というふうになっております。 

続いて９０ページをお開きください。扶助費でございます。町単費の遠距離通学補助というこ

とで、小学校では、自宅から学校まで４キロ以上の保護者に３，０００円の補助を行っておりま

す。合計１６名の児童が対象というふうになっております。同じく９０ページの中学校関係では、

工事関係ではエアコンの設置工事、屋内運動場屋根改修工事などを実施し、その執行額は

８２２万８，５００円というふうになっております。 

続いて、教育振興費の扶助費では、先ほどの小学校と同様、遠距離通学費補助ということで、

６キロ以上の生徒８名が対象というふうになっております。 

社会教育費につきましては、９２ページをお開きください。府の委託事業として、京のわくわ

く探検事業などに加え、ＩＴ講座、教育講演会を開催いたしました。 

続いて９３ページでございます。人権教育推進事業指導員の設置と人権啓発事業に所要額の執

行をいたしました。 

次に、公民館費では、中央公民館いわゆる町民会館で舞台かめの吹きつけアスベストの除去工

事ということで、調査委託料も含め５８３万３，８００円の執行額というふうになりました。 

続いて９４ページをお開きください。文化財保護関係でございます。日吉が丘遺跡、滝の岡田

古墳の草刈り等の維持管理費の委託事業、それから町指定文化財の看板設置、それから負補交の

関係ではＳＬ２号機関車の覆屋設置補助金というふうに執行しております。 

町史編纂につきましては、資料編上巻作成のため事務雇い２名ということで作業雇いの賃金を

執行しております。 

９６ページから９７ページについては、保健体育費でございます。総合型地域スポーツクラブ

であります加悦スポーツクラブへの支援、それから第１６回加悦大江山登山マラソン大会、それ

から体育協会への所要額の補助を執行したところでございます。 

続いて９７ページをお開きください。体育施設費の工事請負費としまして、大江山運動公園照

明機器の取りかえ工事に５４万９０８円を執行しました。 

それから飛びまして、１０３ページをお開きください。台風２３号による災害復旧費としまし

て中央公民館復旧工事に４４９万９，８８０円、それから与謝小学校、桑飼小学校災害復旧工事

に所要額を執行いたしました。 

以上が歳出の主なものでございます。 

続きまして歳入に入ります。 

１３ページをお開きください。教育使用料として教員住宅、小中学校社会教育施設、体育施設

の使用料でございます。それから１６ページをお開きください。教育費国庫補助金の小学校費補

助金では、桑飼小学校耐震補強工事で公立学校施設整備補助金が３８７万６，０００円、社会教
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育費補助金で中央公民館、町民会館の災害復旧補助金で２６０万４，０００円というふうになっ

ております。 

以上が歳入の主なものでございます。教育維持費につきましては、簡単ですが概要説明といた

します。よろしくご審議の上ご承認いただきますよう、よろしくお願いします。 

委 員 長（赤松孝一） 小牧係長。 

小牧係長 失礼いたします。加悦地域振興課の小牧と申します。 

それでは旧加悦町の一般会計決算の税務課所管の部分につきまして、その概略をご説明させて

いただきます。 

まず歳入の町税でございます。決算書の７ページをごらんください。 

第１項町民税の個人分でございますが、現年課税分、滞納繰越分あわせました収入済額は１億

３，２７５万８，１４０円となっております。また、法人部につきましては、現年課税分

２，５１１万３，６００の収入済額となっておりまして、滞納繰越分の収入はございません。 

続きまして、第２項固定資産税でございますが、準固定資産税の現年課税分、滞納繰越分あわ

せました収入済額は、２億５８３万２，９００円となっております。なお、滞納繰越分で１２万

１，４００円の不納欠損を計上いたしております。 

続きまして、第３項軽自動車税でございます。次ページの８ページをごらんください。現年課

税分、滞納繰越分あわせました収入済額は、１，６０９万８，０００円になっておりまして、滞

納繰越分で２万４，３００円の不納欠損を計上いたしております。 

続きまして、第４項町たばこ税でございますが、２，８７０万６，１９９円を収入いたしてお

ります。 

以上で歳入のご説明とさせていただきますが、各税目とも収入未済額が多くなっておりますが、

これは平成１８年２月末までの決算でございまして、３月分を新町に持ち越して収入している関

係で多くなっているものでございますので、ご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

続きまして歳出でございます。４１ページをお開きください。第２項徴税費の１目税務総務費

でございますが、全体で２，７００万３，８６２円を支出いたしております。この税務総務費で

は、とりわけてご説明させていただくことはございませんが、１９節の負担金補助及び交付金の

中で、備考欄の宮津税務協議会外となっております内訳は、宮津地区税務協議会分担金に２万円、

農業所得標準協議会負担金に２万円、宮津与謝地区租税教育推進協議会分担金に１万円、丹後地

区公共料金等暴力体制連絡会会費に１万円、年末調整関係書類、また確定申告書発送分担金に

１万６，２２８円となっております。 

続きまして、５目の賦課徴収費でございます。次ページの４２ページをお開きください。まず、

８節報酬費でございますが、支出済額は２５１万２，９８０円となっておりまして、これは納期

前納付報奨金でございまして、１００分の０．３５の交付率で交付させていただいております。 

次に、１３節委託料でございますが、１９７万４，０００円の支出済額となっておりまして、

その中でも、固定資産評価更新業務委託料に１９５万３，０００円を支出いたしております。こ

れは３年に一度の固定資産の評価替え業務を段階的に行う業務でございまして、平成１５年評価

替えで構築維持管理されている評価資料や、そのデータを平成１８年評価替えに向けて適正に見

直しや修正を行う業務を委託しているものでございます。 
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次に１９節、負担金補助及び交付金でございますが、２３８万６，９６０円の支出済額となっ

ておりまして、その中でも、町税等の納付書送達手数料に１６８万７，３６０円を支出いたして

おります。これは、平成１６年度末で納税組合が廃止され、平成１７年度から各個人あて、それ

ぞれに納付書を送付させていただくことになったわけでございますが、平成１７年度に限り、そ

の納付書の送達を各隣組長さまにお世話になりましたので、その手数料としてお支払いしたもの

でございます。 

次に、２３節償還金利子及び割引料でございますが、１３７万４，７４５円の支出済額になっ

ております。これは、過年度町税還付金でございまして、法人町民税の中間納付分の還付及び個

人の所得修正等による還付でございます。 

以上で、簡単ではございますが税務課所管の決算のご説明にかえさせていただきます。十分ご

審議をいただきまして、何とぞご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

委員長（赤松孝一） それでは、日程第１、議案第１１８号 平成１７年度加悦町一般会計歳入歳出決

算についてを議題といたします。 

提案説明は終わりましたので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はございますか。 

１３番、服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） それでは早速質問させていただきたいと思います。何せ野田川のことでなしに加

悦町のことであり、予算の審議もなしに、また１年間ずっと事業を見守ることもなく、こうして

決算書を見せていただきまして、質問に立たせていただくということで、間違いや思い過ごしな

どがあると思いますけれども、よろしくお願いがしたいというふうに思っております。 

それでは早速質問をさせていただきたいと思います。今回、この旧加悦町の決算書を見せてい

ただきまして、まず第一に感じましたのは、不用額が多過ぎるということでございます。これは

合併のために途中で閉めておるというようなこともありまして、やむを得ないんではないかなと

いうことも思うわけでございますけれども、しかしながら、野田川町の決算がこれから行われる

わけでございますけれども、それと比較をいたしましても、若干多いというようなことでござい

ます。 

ちなみに、加悦町の場合は、約４１億９，０００万円、不用額が１１億円ということでござい

まして、野田川町が４２億円の予算に対しまして８億２，０００万円ということでございますの

で、若干不用額が高いんではなかろうかなというふうに思っております。 

この辺のところをいろいろと合併に対しての施策があって、思いもあって、不用額をたくさん

残しておかなきゃならんというようなこともあったのかもわかりませんけれども、その辺のとこ

ろもできたらお聞かせ願いたいなというふうに思っておるわけでございます。 

一般にこの不用額につきましては、生ずる理由につきましては、節約、工夫によって生じたも

のというようなことがまず言われておりますし、また予想し得なかったような情勢が起きたとい

うようなことで、不用額が生じるというようなこともあっておるようでございます。また、予算

そのものの過大な見積もりというようなことも言われておりまして、昨日もいろいろと見積もり

の件で、予算が通ってから値切るだとか、入札をするだとかというような答弁もあったようでご

ざいますけれども、それらが果たして妥当なものかどうかというようなこと、やはり最初から補
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正予算等を計上する場合にでも、きちっとした入札を済ませたあとで出てくるというようなこと

になれば、この差額というもの、不用額が出てくるものというものが、少なく抑えられるんでは

なかろうかなというようなことも思うわけでございますけれども、その辺のところもお聞かせが

願えたらというふうに思っております。 

最少の経費で最大の効果ということが言われておるわけでございまして、その辺のところをど

ういうふうにお考えになってこの不用額がここまで大きくなったのか、その辺のところからまず

お伺いがしたいというふうに思いますので、和田課長よろしくお願いいたします。 

委員長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをいたしたいというふうに思っております。 

服部委員さんのご指摘のように、不用額が非常に多いという、まず１点目の理由は、委員さん

も申されましたように、２月２８日現在で出納整理期間なく合併による出納閉鎖をしたというこ

とで、新町、与謝野町に引き継ぎます予算、これは必ず置いておかなければならないということ

で、この点で不用額が非常に多くなっているということは、まず１点大きな原因だというふうに

思っております。 

それから、もう１点につきましては、旧加悦町の場合ですと、災害復旧事業、あるいは大きな

事業につきましては、明石香河線がございます。こういった事業を１７年度から１８年度に繰り

越していくというふうなケースがございます。明石香河線で言いますと、１億２，０００万円程

度の次年度への繰り越しがございます。それから災害復旧費の事業につきましても、ちょっと額

ははっきりいたしませんけれども、一定１８年度に繰り越していくというケースが発生をいたし

ております。 

これらの予算につきましては、１８年度に持っていかなければならないということで、予算上

には計上しておかなければならないというケースが出てまいりますので、そういった部分でやは

り２億円から３億円程度はほかの町より予算といいますか、不用額が多いということは言えるん

ではないかというふうに思っております。 

旧町の場合も、不用額が例えば３０万円以上というふうな場合には、理由書をつけるというふ

うなことになっておりましたので、その辺につきましては、不用額を極力出さないということは

職員気をつけてやっているというふうに考えておりますので、そういった事情があるということ

をご了解いただきたいというふうに思います。 

委員長（赤松孝一） 服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） 今和田課長の方から説明していただきまして、災害復旧だとか、明石香河線の繰

り越しなんかの件をあげていただいたわけでございますけれども、私が見ておる中では、こうい

う災害復旧以外でも、教育委員会の教育費なんかは、もう３，２００万円ほどあるわけなんです

けれども、この災害復旧等は了解したわけですけれども、この教育費に関してのこの不用額の

３，２００万円程度につきまして、ちょっとご説明がお願いをしたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 ご説明申し上げます。 

教育費に関しては、今行政課長というんですか、和田課長の方からもありましたように、２月

末で閉めたとういことで、若干の不用額が出ておると思います。 
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その中で、大きなものとしまして、体育施設費９７ページでございます。工事請負費で

４２３万円ほど大きな不用額になっております。これは加悦小中グラウンドの水洗化の工事があ

ります。その分について、新町へ繰り越したというようなことでございます。 

あとについては、大きな分については、それから資料編纂の関係でございます。この関係につ

いても、３月執行ということで、９１万円ほどの不用額になっておりますが、これについても

３月執行で支出の方をさせていただいております。 

それから教育振興費の９１ページでございます。パソコンのリース料ということで、これにつ

いても大きな額が６０万円近くのリース料が、３月分が未執行ということになっておりますし、

扶助費の関係についても、要、準用保護の児童・生徒就学援助費についても、１１６万円ほどの

扶助費の援助費についての不用額というふうになっております。これについても３月執行という

ふうになっております。 

以上が主な点でございます。 

委員長（赤松孝一） 服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） ありがとうございました。質問を変えます。 

加悦町の目玉と言いますか、加悦町を代表するいろいろな施策の中で、やはりこの循環型農業

というのが、やはりこの農業の町である加悦町にとりましては、やはり表看板、金看板じゃない

かなというふうに思っております。これにつきまして、山﨑課長の方から先ほど説明があったわ

けでございます。むだをなくして、本当に有効なやり方で循環をさせていくということで、大変

興味のある、また時代にマッチしたやり方ではなかろうかなというふうに思っております。 

これにつきまして、現在のこの循環型がどういうふうに推移をしておるか、またどういうふう

な効果が発揮されて農家の方等に対しましての恩恵があっておるのか、その辺のところをお知ら

せ願いたいと、かように思いますのでよろしくお願いいたします。 

委員長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 服部委員のご質問にお答えしたいというふうに思っております。 

自然循環農業につきましては、合併してからの議会の中でも、時に説明をさせていただく部分

があったというふうに思っておるんですが、現在、豆っこ肥料で作付けしていただいております

面積は約６０ヘクタール、昨年につきましては５５ヘクタールということで、５５町歩に豆っこ

が入っているということになります。 

それで、その豆っこの肥料につきましては、いわゆる有機肥料ということですから、その肥料

が田んぼに入ると、水稲に入るということがありますので、いわゆる減化学肥料栽培ができると

いうことがあります。 

最近の農産物につきましては、安全だったり安心だったり、という部分がどうしても注目され

るということになりまして、そういった特別栽培米という限定の仕方をします。いわゆるその地

域の観光栽培にかかわります農薬や化学肥料を半分以下にするような栽培方法をとっておれば、

特別栽培米ということが外に発信できるということがあります。 

そういった形で米をつくっていただきました部分については、農協の方に出していただきます

と、その特別栽培米加算だとか、それから農協以外で・・・と言いますか、販売業者に卸す場合

については、農協の仮払い、農協に引き渡していただくよりも随分有利な金額で、これは金額は
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特定できません、何ぼで買ってもらっておるということはいろんなパターンがありますので、特

定はできませんが、その農協に出す金額よりも高い形で買っていただいておる。あるいは、全く

自分で都会の消費者を見つけて売っておられるということがありまして、その辺にいきますと

３０キロ当たり大体豆っこ米で１万５，０００円程度とられるんじゃないかなというふうに感覚

としては持っておりまして、そういった特別栽培米に関する栽培履歴等をつけていただいた米に

ついては、有利に販売をできているんじゃないかというふうに考えております。 

委員長（赤松孝一） 服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） 付加価値をつけて高く販売をしていくということ、大変いいことだというふうに

思っております。 

以前、この議会の中でも聞かせていただいたと思うんですけれども、いわゆるこの肥料に混ぜ

る豆かすと、それからどこか海岸の方から取り寄せられるアラ、それの調合をされておるわけな

んですけれども、その魚のアラなんかの入手は現在スムーズに行っておるのか。それとまたこれ

の販売につきましても、当初目論んでおられた量というものが消化されておるのか、それとも滞

っておるのか、その辺のところを再度お伺いしたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 豆っこの肥料につきましては、肥料の製造工場の有機物の供給施設で肥料製造するわけですが、

その折に、大豆いわゆるオカラを、基本の製造方法ですが、オカラを４トン、それから米ぬかを

２トンから３トンの間、それから魚のアラを７００キロから８００キロという部分を処理いたし

ますと、大体３トン程度の肥料が製造できるということになりまして、その魚のアラにつきまし

ては、現在は兵庫県の津居山漁港の横にあります水産加工業者から納品していただいておるとい

う形で、今のところそれが滞るということはありません。 

それで、その肥料の製造については、年間を通して大体２５０トン程度の肥料製造を目論んで

おります。先ほど大体約６０ヘクタールに豆っこの肥料が入っているというふうに申し上げまし

たが、この６０ヘクタールに大体、１反当たりで言いますと２１０キロから２３０キロ入れると

いうことですから、６０ヘクタールですと、大体百二、三十トン、１４０トン程度が米にいるん

だろうというふうに思っておりまして、あとは施設園芸、加悦町には大体２１０棟ぐらいのハウ

スがあるわけですが、その中ではトマト、きゅうり、あるいは水菜等を生産をしていただいてお

りますが、その中にも豆っこ肥料を随分入れていただいて、加悦の施設園芸部会では豆っこ肥料

を使うような指導をしていただきながら、その中にも入っていると。 

基本的に、２５０トンぐらいの製造を目論むわけですが、２５０トンつくってしまうと、きょ

うまででは少し余ってしまったということがありますので、その２５０トンをすべて売り切れば、

年々の運営経費についてはほぼ収入と支出が均衡するような形で運営していけるというふうな算

段をしております。 

委員長（赤松孝一） 服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） ありがとうございました。 

こういう有機農法というものに対しまして、どんどんこれから需要が高まっていくだろうと思

います。ぜひとも、今後積極的に進めていただきますよう、お願いいたします。 

質問を変えます。次は、旧庁舎、役場の件につきましてお伺いをしたいと思います。 
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きのうでしたか、議会の中でもいよいよこの庁舎が稼働していくというような状況になるとい

うお話を聞かせていただきました。大変私も古いものが好きなものの一人として、大変喜んでお

る次第でございます。 

しかしながら、古いものにもいろいろとありまして、やはりそれなりの不安があるというふう

に思っております。まず第一には、今最近言われております耐震の問題でございますけれども、

果たして古い建物の耐震構造というものは、どうしてするんかなということを私も考えておるわ

けでございまして、まずその辺のところをお聞かせ願いたいというふうに思います。 

委員長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 委員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

今、耐震の関係で旧庁舎のご質問をいただきました。あの建物につきましては、京都府の指定

文化財になっております。それで、丹後の震災のあとに建っておる、昭和４年の竣工のものなん

ですけれども、長い年月がたっておりますけれども、大変造りがですね、今の基準で言いますと、

耐震の基準には乗りませんかもわかりませんけれども、大変頑強なものというふうに調査の結果

で出ております。 

そうした中で、震度幾らの地震に耐えれるかといったことまでは、ちょっと明確にはできませ

んですけれども、一定の震度に対しても持つという構造になっているというふうに聞いておりま

す。意外に古い建物でありますけれども、あの頃はしっかりとした構造で建てられているという

ことがございます。 

それから、そういうこともありまして、今度の工事におきましては、屋根の改修が主でござい

ますけれども、補修や内装の関係でも見えないところに補修をさせていただいております。そう

いったことで、震度７だとか、震度６の地震が来た場合はということがございますけれども、一

定の耐震の構造のものを持っているというふうに理解をいたしております。 

委員長（赤松孝一） 服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） 当時としてはかなり頑強につくってあるということでありますけれども、ちょっ

と私合点がいかんのですけれども、最近建った、耐震が叫ばれる前なんですけれども、あの頑強

な大きな鉄骨で組んだ体育館あたりも、耐震でいろいろと補強をしていかんなんような状況であ

るのにもかかわらず、あの木造の細い梁の庁舎が、それも老朽化したものが耐震になるというこ

とは、私ちょっと合点がいかんのですけれども、その辺の整合性、もう少し詳しく教えていただ

かんことには、引き下がれんのではないかなと思っておりますので、もう少しその辺、具体的に

教えていただきたいなというふうに思います。 

委員長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 大変ちょっと説明がわかりにくかったと思われますけれども、明確に申しますと、今の基準の

耐震構造ではないということは確かにございます。そうした中で、先ほども申し上げましたけれ

ども、じゃあ震度７に、何ぼの震度に耐えれるかといったことがございますけれども、一定京都

府の調査等も受けております中で、ここが難しいんですけれども、一定の震度には耐えれるとい

うことがございます。 

それからもう１点、文化財でございまして、あれは耐震構造をやっていくと、今度は文化財と

しての価値がなくなってくるということもございますけれども、何よりも、まず基準にしなけれ
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ばならないのは、安全が第一だと思いますけれども、今申し上げましたように、どれぐらいの震

度に耐えれるかといったことでは、ちょっとご答弁が申し上げられないところでございますので、

ご理解がいただきたいというふうに思います。 

委員長（赤松孝一） 服部委員。 

１ ３ 番（服部博和） 余りしつこく追及はしたくないんですけれども、あれお客さんをお迎えするよう

な形で、下は喫茶レストラン、２階がいろんな資料を展示する資料館というような形で、お客さ

んにどんどん入っていただかなければ、下の今度管理される方も赤字で、すぐおやめにならなき

ゃならんのだろうというふうに思っております。お客さんが大勢入られるということになりまし

たら、やはりそれなりの安全対策というものをしておかなければ、これはやはりいろんな公衆的

な場合には、そういうことは特にうるさいわけでございまして、普通の家屋より、民家よりうる

さいわけでございますので、その辺のところをもう少し理解できるような説明をしていただかん

ことには、文化財だから耐震補強したら文化財でなくなる、そうだったら、だれも入られんよう

に立ち入り禁止にして、縄を張っておかなんだらしゃあないんと違うかなというふうに思うんで、

その辺の整合性をもう少しわかりやすくお願いしたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 大変申しわけありません。そしたら、あとでまた資料を。よろしくお願いします。 

委員長（赤松孝一） ほかに質疑ございませんか。 

１６番、森本委員。 

１ ６ 番（森本敏軌） それでは旧加悦町１７年度一般会計決算について、何点かお伺いがいたしたいと

いうふうに思います。 

まず、旧加悦町時代、行政課長であられました、ナンバー３であられました和田地域振興課長

にお尋ねがいたしたいというふうに思います。 

平成１７年度は平成１８年３月１日合併ということで、最後を締めくくる予算となったわけで

ありますけれども、自主財源も少なく、地方交付税に負うところが大きい中、また財政調整基金

も底をついてくるという状況であった中、財政厳しく、多くの課の予算が減額になるというふう

な状況でありましたけれども、何としても１７年度は災害復旧２年目の年として、災害復旧事業

には皆増という予算がつけられまして、安心・安全なまちづくりに河川、道路、農業関係の災害

復旧や保育園、学校の耐震対策が第一の重点項目であったというふうに認識をいたしております。 

また、旧加悦町は自然循環型農業の推進が図られておりまして、豆っこ肥料を利用した豆っこ

米、大豆の生産への取り組みも重要な施策であったと認識をいたしております。 

また、尾藤家や旧庁舎などのちりめん街道や伝建保存地区選定に向けた取り組みなど、多くの

事業が展開をされてきたというふうに思っておりますが、こうして過大も残る中、加悦町５１年

の歴史に幕が降ろされたわけでありますし、一抹の寂しさを感じたところであります。 

こういった点で、私も１７年度予算審議におきまして、総仕上げの年として、予算の許す限り

予算執行がいただきたいというふうに前小西町長に申し上げましたら、前小西町長は、合併とい

うことになっても、駆け込み的な事業は避けるべきと、非常に謙虚な姿勢であったというふうに

強く認識を記憶しておるんですが、こういった点を含めまして、この１１ヵ月を振り返りまして、

ナンバー３でありました当時の行政課長、和田振興課長にこの総仕上げ、またそういった実績は
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どうであったか、まず最初にお尋ねがいたしたいというふうに思います。 

委員長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 森本委員さんのご質問にお答えをいたしたいというふうに思います。 

１７年度を振り返りましてどうであったかというふうな、全体的なご質問だというふうに考え

ております。１７年度につきましては、台風２３号の災害を受けまして、その復興をいたします

さなか、また３町の合併協議を進めるさなかの予算編成ということがございまして、非常に混乱

していた記憶がございます。 

その中にありましても、とりわけ当時の町長につきましては、やはり災害を受けた町というこ

とで、災害の復興を第一にいうことが心の中にあったように記憶をいたしております。とりわけ、

住民の皆さんの生活を守るためには、まず公共施設の災害復旧が第一ということがございまして、

道路ですとか、河川に十分な経費を投入されたというふうに思っておりますし、あわせまして、

先ほど来からも出ております公共施設等の耐震の関係に重点を置かれたというふうに思っており

ます。 

しかしながら、旧加悦町の場合、自主財源が非常に乏しいということもございます。交付税に

ほぼ半分を頼っているというふうな状況がございまして、２３号の被災を受けまして、財政調整

基金を３億５，０００万円、１６年度に取り崩したというふうに記憶をいたしております。 

したがいまして、１７年度の予算編成にあたりましては、その原資となります財政調整基金も

もう底をつきかねないというふうな、非常に財政上は危機的な状況であったと、当時担当させて

いただきまして感じておりました。 

したがいまして、合併をスムーズに進めるということもございますし、また災害復旧をできる

だけ与謝野町には持ち込まないために、旧加悦町のうちにやっておきたいということがございま

したので、駆け込み的な事業というふうな余裕もなかったというふうに思っております。しかし

ながら、それまで進めてきましたいろいろな旧庁舎の改修ですとか、そういったちりめん街道の

国の指定に向けた取り組みについては、旧加悦町のうちに完成をしておきたいというふうなこと

で、積極的に事業を進めたというふうに考えております。 

いずれにいたしましても、財政状況が非常に厳しいという中にありまして、後退は許されない

というふうな考え方で執行をさせていただいたというふうには考えております。ただ、地域の皆

さんには日常の要望事項にこたえ切れてないということがございまして、そういった面では、住

民の皆さんにはご迷惑をかけた部分があったのかなというふうには感じております。 

以上でございます。 

委員長（赤松孝一） 森本委員。 

１ ６ 番（森本敏軌） 今ご答弁いただきましたように、大変平成１７年度は災害復旧というのが最重点

項目であったというふうに認識をしておりまして、旧小西町長以下職員の皆さん、本当に頑張っ

ていただいて、現在では本当に野田川を見ましても、あちこち見ましても、本当にその被害の状

況というのは伺えることができなく、非常にすばらしく復旧をしていただいたというふうな思い

でおるところでありまして、小西町長に敬意を表しておきたいというふうに、前小西町長にそう

いった思いをしております。 

それでは次に入ります。次に、７ページの歳入の町税についてお尋ねがいたしたいというふう
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に思います。 

先ほども説明があったんですが、町税全体では収納率が８６．７％、収入未済額が

６，２６４万６，０００円で１３％というふうになっております。これも合併があったというこ

とで、１０ヵ月の計算であるというふうなことであったというふうに思うんですが、町民税の個

人分で見ますと、１７年度が収納率８８．２％、１６年度がこれは年度いっぱいであったと思う

んですが９９．３％、それから固定資産税におきましては、収納率８８．８％、それから１６年

度が９９％、それから軽自動車税については９７％、それから１６年が９７．９％ということで

あるわけですが、確かに説明にありましたように、丸々１年分の収納になっていないという点も

ありますが、平成１７年度から旧加悦町は納税組合の徴収方法から、振替納税、また個人直接納

税というふうな形に変わったわけでありまして、そういった点でのですね、影響と言いますか、

それにもかかわらず、同じように収納があったのか、どうなのか、そこら辺の状況についてお尋

ねがいたしたいというふうに思います。 

委員長（赤松孝一） 小牧係長。 

小牧係長 森本委員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

今ご指摘いただきましたように、３月分が新町に持ち越しということになりましたけれども、

全体といたしまして、その３月分を含めました収納率は、１７年度は町税全体で９８．０％と。

昨年平成１６年度は９９．２％ということで、マイナスの１．２％減というふうなことになって

おります。 

今ご指摘いただきましたように、隣組納税組合制度を廃止をさせていただきまして、個々に振

替納税、また個人納付ということになったんですけれども、事前にＰＲ等をさせていただいてお

りましたけれども、やはり長年納税組合の制度ということで納付をいただいておりまして、高い

徴収率でお世話になっておったんですけれども、やはり制度が大きく変わるということがござい

まして、やはり６月当初の賦課させていただいて、最初の納付書を出させていただいたころには、

多少の混乱といいますか、ご説明不足の点があって、住民の皆さんに大変ご迷惑をおかけしたと

思っておりますけれども、大体収納率、若干おちておりますけれども、口座振替制度も今徐々に

月を追ってＰＲもさせていただいて、振替納税もふえてきておりますし、必然的に個々に出す納

付書の数も減ってきておるということで、町民の皆さんの納税意識はこれまでどおり高いことで

お世話になれておるというふうに思っておりまして、今後も徴収につきましても、ご理解を求め

ながらお世話になっていきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（赤松孝一） 森本委員。 

１ ６ 番（森本敏軌） お聞きしますと、特別に収納が悪くなったというわけではない、若干悪くなった

けれども、納税意識は十分に持っていただいているということで安堵したわけでありますが、こ

の件につきましては、滞納につきましては、新町の議会の中でも大きく議論になったところであ

りまして、今後一層、特に加悦町の場合、制度ががらっと変わりましたので、しっかりと納税に

ついてのＰＲもしていただいて、落ち込まないようにですね、今後新町になりましても注意が払っ

ていかなければならないのではないかなというふうに思っております。 

それから次に、１３ページの土木使用料、住宅使用料についてお尋ねをいたしたいというふう

に思います。 
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１７年度、調停額が１，７１１万６，０００円に対しまして、収入済額が８９０万

３，０００円、これは５２％になるというふうに思います。それから、収入未済額８２１万

２，０００円、これが４８％になるというふうに思っておりまして、非常に収納が悪いというふ

うに思うんですが、これは何年か前から徐々に多くなってきているのではないかなというふうに

思われるわけですか、当時の担当課として、どのように把握され、どのように対処されてきたか、

お尋ねをいたします。 

委員長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 森本委員さんからのご質問ですけれども、住宅使用料につきまして、私も感じるんですけれど

も、なかなか収納できないということがありまして、それは振り返ってみますと、平成１２年度、

１３年度、２ヵ年によってかなり額的に大きくなったというふうに思っております。 

それで、担当なり私の方なり、一緒に行ったこともありますけれども、昨今の状況を見たとき

に、やっぱり生活が苦しいんだというふうなことでしたけれども、それをまた邁進しながらこの

住宅をのぞくと。そして滞納整理委員会という組織がありましたので、そちらの方でいろいろと

議論したことを覚えております。 

確かに、森本委員ご指摘のとおり、８２０万円強の数字ですので、旧加悦町時代に、その額も

うもう少し軽減するような形で努力しておればよかったのかもわからないんですけれども、努力

はしたつもりなんですけれども、やっぱり実際のところ、担当者、私、それからその部下なり、

三、四名でグループ組織として住宅をのぞいたときにも、なかなか額がいただけないということ

で、たび重ねましてこの金額になりました。 

本当に申しわけなく思っておりますけれども、今のところ建設課で住宅係が組織できましたの

で、そちらの方でその収納作業を頑張っていただくということで、かなりの専門分野となったと

きに、その額も少しずつでありますけれども、収納できるというふうに申し上げておきたいと思

います。 

委員長（赤松孝一） ここで４分残ってますが、お昼からのお楽しみということで、暫時休憩いたしま

すのでよろしくお願いいたします。 

それでは１時３０分まで休憩いたします。 

（休憩 午後 ０時０１分） 

（再開 午後 １時３０分） 

委 員 長（赤松孝一） それでは休憩を閉じまして、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

それでは午前の続きで森本委員。 

１ ６ 番（森本敏軌） 住宅使用料の滞納につきましては、大変平成１２年、１３年ごろから非常に大き

くなったということで、これも重大なことだなというふうに思うんですが、この１７年度末とい

いますか、この時点で累計どのぐらいの滞納になるのか、わかっておればお聞きしておきたいと

いうふうに思います。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 ただいま森本委員からご質問ですけれども、滞納繰越分としまして７２３万１，７１１円、そ

のうち収納額がそこの歳入であがってます６１万２，２２０円ということであります。 

委 員 長（赤松孝一） 森本委員。 
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１ ６ 番（森本敏軌） わかりました。この点につきましては、新町に引き継いでいっておるわけですけ

れども、この中でしっかりと滞納整理に当たっていただきたいなということを申し上げておきた

いというふうに思います。 

それから次に、歳出で災害復旧費についてお尋ねがいたしたいというふうに思います。 

９８ページに災害復旧費があるわけですが、災害復旧費全体で継続費も含めまして、６億

３，９１０万円が組まれておるわけですが、そのうちの先ほどの服部議員の質疑にもありました

ように、２億４，５８７万５，０００円が不用額となっておりますし、この内農業施設災害復旧

で予算５，５８５万４，０００円に対しまして不用額が２，８９５万４，０００円、５２％が不

用額となっております。また、農地災害復旧で、予算９，９８０万２，０００円に対しまして、

不用額が４，２０５万５，０００円、４２％というふうになっておりまして、農業施設、農地災

害復旧についても、非常に多くの不用額が生じておるんですが、この点についての災害復旧がど

のように進められてきたのか、なぜこのような不用額が多くなったのか、お尋ねいたしたいとい

うふうに思います。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 先ほどからの議論もありますが、不用額については、新町といいますか、３月の実績で処理す

るという部分がありますので、不用額については、３月の与謝野町の決算時でほぼあがっている

ということになっております。 

委 員 長（赤松孝一） 森本委員。 

１ ６ 番（森本敏軌） それでは時間がありませんので、次に公共土木の災害復旧について、これも大変

多くの不用額が生じておるわけですが、この点につきましても、たくさんの復旧についてご説明

があったわけですが、完全な復旧になってきておるのかどうか、端的でありますがお尋ねをして

おきます。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 ただいまのご質問ですけれども、先ほど山﨑課長が申しましたとおり、１８年の２月末日をも

って３月１日の与謝野町として合併になりました。という関係から、公共土木災害におきまして

も、２月末日に終わらない工事、例えば３月末日の工期がほとんどですけれども、そういった分

を全部不用額で計上させていただきました。 

それから、災害復旧が完了したかということの質問ですけれども、今のところ町の災害復旧で

河川事業がもう少し期間的に必要かなと。１１月の末日にはすべて完了するという工期になって

いますので、そういったことでご理解をいただきたいというふうに思っています。 

委 員 長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

７番、伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） それでは私は、加悦町の決算質疑を行います。１０分しか発言時間がないという

ことですので、とても教訓引き出すような質問はできませんが、的を絞って、ぜい肉をとって質

問します。 

初めに、２３号台風の教訓を生かす立場から、災害に強いまちづくりについて伺います。 

加悦町は、大変悲惨で深刻な体験をしたわけですが、これは貴重な体験でもあります。財政が

厳しい中で、災害救援策としては、２週間にわたる全職員の不眠不休の支援活動も含め、府下で
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もトップクラスの対応ができたと、こういうふうに思っています。 

こうした貴重な体験をした加悦町だからこそ、二度と災害を繰り返さない、こういう立場でし

っかりと深く掘り下げ、総括を行い、これを生かすことが大事だと繰り返し述べてきました。災

害の教訓が生かされたのかどうか、どこまで対策が具体化されたのか、伺います。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 伊藤委員さんのご質問にお答えをいたしたいというふうに思います。 

台風２３号の災害関係でございます。個々の担当課がございますけれども、私の方がまとめて

答弁をさせていただきたいと思います。 

２３号の災害につきましては、基本的にはハード事業を中心に、まずは生活環境の復旧をして

いくというのが大前提であったということで、あらゆる事業、補助事業を活用しながら河川改修、

それから農地災害復旧、山林の崩壊復旧等、一定の成果ができたというふうに思っております。 

ハード面につきましては、一定整備ができたというふうに思っておりますが、今後の２３号の

災害をどのように教訓として生かすのかというふうなご質問だったというふうに思います。具体

的に加悦町の場合は、河川のはんらんというのが最も多かったというふうに考えております。そ

れに伴いまして、住民の避難の関係の確立というのが、今後最も求められるんではないかなとい

うふうに考えております。 

それとあわせまして、行政と住民との一定の対応の住み分けというのもはっきりしていく必要

があるというふうに考えておりますが、まずは住民の皆さんをスムーズに安全な場所へ避難させ

るというのがまず第一前提だろうなということを、２３号の災害を受けて痛切に感じたというふ

うに思っております。 

それを生かすためには、その判断が重要ということになってまいります。したがいまして、河

川のはんらんに対する部分については、具体的には河川の護岸に夜光塗料を使いましたマーカー

をつけさせていただきまして、黄色と赤で基準値を設けてさせていただいて、そこのところまで

水位が上がれば、自動的に避難勧告、赤のところになれば避難指示というふうな体系的な、機械

的な基準を設けさせていただいたというのが、まず大きな教訓だというふうに思っております。 

それにあわせまして、町民の皆さんへも今後の参考にしていただくということで、こういった

防災のガイドマップ、旧加悦町全図も載りましたマップですとか、２３号の災害の教訓というふ

うなものを、職員の意見も入れましたし、地元の意見もとりいれまして、今後の教訓に生かした

いということで、こういった冊子も時系列につくらせていただいております。 

ただ、これを今後どう生かすかが大きなポイントになってくるというふうに思っておりまして、

これをいかに今後行政に生かしていくかが大きなポイントになってきます。委員さんご指摘のよ

うに、年に一度では少ないとは思うんですけれども、住民を巻き込んだ避難訓練とか、そういっ

たことも新しい与謝野町で防災計画が確立しました段階では、それぞれの地域ごとになるのか、

全町になるのかは不明ですけれども、そういった住民を巻き込んで避難訓練等も今後やっていく

必要があるんではないかなというふうに考えております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） 当時の被害者の実体験や気持ちから考えますと、正直言って、まだまだ行政対応

の取り組みは不十分だと考えています。時間がかかると思うが、約２年を経過した今ですね、仮
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に同じ規模の災害が起きたとしたらどうなるのかと。 

例えば、地域住民とのところでは、どう対応するのかわからないのではないかという疑問です。

行政からの住民にもわかりやすい災害時の対応策がわかるような、具体的なマニュアルがですね、

示されてないんではないかと、具体化されてないんではないかと。具体的な実践、訓練も必要で

はないかと思うんですが、いかがですか。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをいたしたいというふうに思います。 

教訓、住民の皆さんにまだ浸透してないと、いざというときの災害に対する住民の皆さんの行

動をどうしたらいいのか、まだ浸透していないのではないかというふうなご質問だというふうに

思います。確かに、２３号の災害を受けますまでは、避難訓練等におきましても、行政を主とし

た避難訓練だったというふうに思っております。しかしながら、今後はいつ大規模の災害が起こ

るかわからないというふうなことで、２３号以来、住民の皆さん全員の避難訓練というふうな位

置づけで、これは旧野田川町さんなり、岩滝町さんは恐らくやられていたんではないかというこ

とで、そういった先進の事例もございまして、やっぱり旧加悦町でも全住民の皆さんを対象にし

たそういった避難訓練が必要だということで、これまでに２回訓練をさせていただきました。約

半数の住民の皆さんが第一次避難場所に集合していただいたということにはなるわけですが、そ

のせっかくの機会をどう活用するのかということが、これまでにも委員さんから指摘を受けてき

たことは承知をいたしております。 

したがいまして、そういう訓練にあわせまして、やはり日頃の防災に関係する消火栓の使い方

でもいいですし、消火栓ボックスの機器の点検でもいいですし、そういった機器がどこにあるか

というふうなことを地元の住民の皆さんに知っていただくだけでも、大きな成果ではないかなと

いうふうに考えておりますので、今後恐らくそういった形で全住民の皆さんを対象にした防災訓

練も必要かと考えますので、そういった機会にできるだけ多くの皆さんに参加いただくような体

制づくりというのが必要になるんではないかなというふうに考えております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） 次にですね、これとの関係で、住民は行政依存ばかりではないと、ここは行政の

方にもしっかり押さえた上で考えてほしいんですが、直接被害がなかった方などは、多くの場合

ですね、手伝いたい、力になりたいと、こういうふうに考えているわけです。 

災害対応では、住民の支援、協力体制が欠かせないわけでして、地域集落でどういう防災体制

をとるのか、具体化と住民への徹底が非常に重要になってきます。 

また、災害は台風だけではなくて、火災もあるわけで、集落ごとの消火栓が設置されているわ

けで、これについての対応についてもですね、大多数の住民の皆さんは、使いこなせないという

のが現状でして、こうした点も含めて、実践的な訓練も行ってですね、住民の協力体制で対応す

るようにすべきではないのかと、こういうふうに考えているんですが、いかがですか。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをいたしたいというふうに思います。 

災害のときに多くの皆さんが手伝いたいというふうな、災害を受けておられない地域の皆様方

は、手伝いたいというふうな、随分申出をいただいたことも記憶をいたしております。なかなか
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多くの皆さんのそういった温かい気持ちはありましても、対応する側がなかなか対応しきれない

というのが実際の話だというふうに今振り返っております。 

委員さんご指摘のように、この作成いたしました教訓の中にも、そういった行政でできる範囲

というのはもう限られているというふうな意見を住民の皆さんが持っておられる方が結構あるな

というふうに私も読ませていただいて思っているわけです。 

やはり、行政ですべてが対応できればいいわけですけれども、行政だけではできる範囲が決ま

っているというふうに実感をいたしました。しかしながら、災害を未然に防ぐためには、行政も

当然ですけれども、住民の皆さんの力をお借りしなければ、とても災害には対応できないなとい

うふうなことを感じております。 

したがいまして、先ほどおっしゃいましたように、消火栓の使い方がひとつわからない住民の

皆さんもおいでるとか、それからどこにどういったそういった防災の関係の器具があるのかとか、

それから土のうを例えばこの地域ならどこにもらいに行ったら土のうが手配できるのかとかいう

ふうな、そういった細かいところまで住民の皆さんがわかっていただかなければ、仕方がないな

というふうに思っていまして、災害以降、そういった各地域の支部体制につきましても、一定区

長様方も認識をされておりまして、事あるごとに、また台風が近づいてくる前段では、いろんな

形で土のうはどこにあるとかですね、そういった周知を地域の皆さんにしていただいていますの

で、今後行政としても、そういった地域に対する災害の関係の備品なんかの一定充足というのを、

十分ではないかもわかりませんけれども、やっていく必要があるんではないかなというふうに思

っています。 

いずれにしましても、行政と住民の皆さんが、それぞれの役目を十分分担しあって、一致団結

して災害には対応する必要があるんではないかなというふうには感じております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） 次の２点目の質問に入ります。 

先ほどとの関係で、国のこの間、地方財政対策、いわゆる連続的な削減によってこの町も財政

が窮迫すると。こうした中で、１７年度はですね、災害復旧を優先させて、毎年恒例の区からの

要望書というのを基本的に受けつけてこなかった。これは異例中の異例なことで、私はこのこと

に対して、地方自治法の住民を守る立場からもですね、もっと柔軟な対応が必要だということも

述べてきました。各区はじめ住民の要望がどこまでこれにこたえることができたのか、対応はそ

の問題ではどうだったのかという点を伺っておきたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをいたしたたいというふうに思います。 

委員さんご指摘のように、台風の災害を受けましてから、１７年度旧加悦町の場合は、各区の

要望書というのを毎年とりまとめておるわけですけれども、１７年度は災害復旧が優先するとい

うことで、区からの要望事項はできないということを区長の皆様にお願いを申し上げて、了解を

いただいたという経過がございます。 

それはそれで、やはり災害復旧を優先するということが最優先ということになりますので、そ

の要望書の提出は受けないということの判断をしたことは、我々としては苦肉と言いますか、策

であったということをご理解いただきたいというふうに思っております。 
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ただ、住民の皆さんからの要望は毎年たくさんございます。それに災害復旧が一定、事業が終

わりだしましたらその要望事項にも対応していくということでございますけれども、なかなかこ

ういった財政状況の中で、皆様方の要望にこたえていくというのは至難の技かなというふうに思

っていまして、それぞれの区からの要望に十分対応できていなかったというのが現状だというふ

うに思っております。 

新しい与謝野町になりましてから、そういった事情がございまして、旧加悦町だけの要望書を

１７年度、旧加悦町の地域だけ出してくださいということを言っていただきまして、区長さんに

お願いをして、そういう特殊事情がございましたので、旧加悦町だけ要望書を提出いただいてい

ると、与謝野町の方に、それに一定、できるできんは別といたしまして、そういった区長様方の

意見もくみ取りをさせていただいているということで、ご理解がいただきたいというふうに思い

ます。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） よくわかりました。 

３点目の質問は、農業問題の有害鳥獣対策です。 

昨年も町の支援策がとられてきたわけですが、決定打にはなかなかなっていなくてですね、被

害農家は大きな痛手を受けています。少なくない農家では、対策をやってもやっても、そのたび

につぶされると、こんなことでは私らは続けられんと、こういうふうにおっしゃっています。 

この有害鳥獣対策では、そのために耕作意欲が非常にそがれているということが言えると思う

んです。農家が高齢化し、その上にこの有り様です。ある農家が、高齢化だけでなくて、こうし

た課題もあって、もう１０年ももたない、これからの５年間で町の農業は崩壊するだろうと、後

継者はいなくなると、こう語っています。 

こうしたもとで、既にご存じのように、耕作放棄が始まっています。それどころか、山際の農

家では、夜になるとその有害鳥獣５匹、６匹が集団で歩いている。こう言って動物よりも人間の

暮らしがやっていけない、動物保護もよいが人間の保護はどうなるのかと、まさに切実な訴えで

あります。 

農家が頑張っていないという方も一部にあるようですが、そうではなくて、農家だけで今の山

村地域は維持できない。こういうところに来ていると思っています。産業の中で、私は最も基本

中の基本が農業だと思っています。まさに農業を続けようというなら、町の支援がもう決定的に

重要になっているという認識です。いかがですか。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 伊藤委員ご指摘のとおりだろうというふうに思っています。 

ただ、その支援について、きょうまでにつきましては、いわゆる電気柵を設置していただくと

いうことがありましたし、それから猟期以外については猟友会等に許可を出しながら、有害鳥獣

の駆除をしていただいておるということがあります。 

ただ、この問題についても全国的なことになっておりますし、昨日ＮＨＫでもイノシシ対策に

ついて番組をやっておりましたが、もう決定的な策はないということがあります。 

一方、農業については、１９年以降については、先の本議会でも言わせていただいたんですが、

対策は大きく変わっていくと、担い手や認定農業者に集約した農業ということになるだろうと思
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いますので、個々の高齢農家が個人の方が一生懸命自分の農地を守るという考え方でなくて、集

落で守っていくと、集団で守っていくと、それから効率的な農業をやりながら、認定農業者が守

る、担い手が守っていくというようなことにしていくんだろうと。そのときに、なお有害鳥獣対

策についても、町の方としてももっと効率のいい対策はあるのかないのか、研究しながら町の方

針も変えていくということは必要だろうというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） もう一つの点はですね、先ほども出ておりましたが、加悦町が進めてきた循環型

農業の私は本格的な支援といいますか、強化が必要ではないかというふうに思っています。この

点での、もちろん決算ですからあれですが、もうぜい肉をとっているんで結論だけお聞かせ願え

たらと思っています。考え方といいますか。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 ぜひ自然循環農業が推進していきますように、伊藤委員にもご協力をよろしくお願いしたいと

いうところです。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） 私がすることではないんで、ぜひ課長が先頭に立っていただきたい。 

４点目の質問はですね、超大型店のプラント進出の問題です。 

昨年と現時点では大きな情勢変化があります。今後のことがあるので、中心問題に絞って質問

します。 

全国ではご存じのように大型店の出店ラッシュが続きました。そのために、多くの地方では地

元業者が大打撃を受け、地域経済が疲弊して、同時に最も重要なまちづくりに大きな影響を与え

た。この大型店出店の背景には、政府の規制緩和の政策があって、従来の・・・による地元協議

が否定されてきたと、こういうふうに理解されているわけですが、こういう理解で間違いないん

でしょうか。 

委 員 長（赤松孝一） 農林課長。 

山﨑課長 ある時期、規制が必要だった、ある時期、その規制を緩和した。今度、来年以降ですか、新た

なまちづくり三法の改正による整理がされるんだろうということで、伊藤委員の認識と同じだと

いうふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） もう一つはですね、大型店の出店を規制したり、指導勧告できるのは法的にはそ

の権限は都道府県の知事にあると私は考えています。この認識で間違いないか、お伺いしたい。 

委 員 長（赤松孝一） 農林課長。 

山﨑課長 大きく規制したり、指導勧告ができる権限が京都府知事が持っているかどうかということは、

私自身は強いそういう認識はありませんが、いわゆる最終的に許可や認可を出すのは京都府なん

だろうというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） それは課長、勉強不足だと思います。ぜひそこは勉強して、精通してください。 

市町村長には阻止したり、法的制限がないという点です。大事なことは、まちづくりの上でで

すね、１企業であっても、重大な地域に影響を与えたりする場合は、町を守ろうという人民の合
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意を形成して、府議会や知事に申し入れると、これが運動のあり方だと思っています。 

５点目の質問。加悦町は老人世代と独居老人が約２割。高齢化が最も進み、山間僻地を抱え、

新町では６割の面積を占め、なおかつ京都府下で伊根町に次いで所得がもっとも低い町です。だ

からこそ、３０年前ほどから福祉の加悦町と呼ばれ、その対策が行われてきました。昨年まで、

先ほどの予算説明の中にありましたが、障害３、４級の方の医療無料化などが先進的な施策も残

されてきました。また、山間辺地の水洗化事業との関係で、支援策も独自に行ってきました。ま

さに、町の実情にふさわしい加悦町らしさだと私は思っています。この地域の実情にふさわしい

施策や考え方を新町でもぜひ引き継いで、発展的に引き継いでいくことが大事だと思いますが、

これはこの考え方については町長に聞いた方がよろしいと思いますので、町長見解を求めたいと

思うんですが。 

委 員 長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そのように考えております。それぞれの町が、やはりそれぞれのいいところを持

ってますし、それらを生かしたようなまちづくりというのは、今後大事になるというふうに基本

的には考えております。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） 最後の質問です。もう時間もありませんから数十秒でしょうが。 

町道明石香河線の改良事業についてですが、５０年前から香河区民の念願であって、一昨年の

当初予算で２０億円のトンネル化事業ということがあったわけですが、議会の指摘も受けて、

１０億円の切り通し事業になりました。その後、台風災害などもあって、財政的な負担から、工

期を延長し、毎年の負担を少なくしながら事業を進めると、こういうことで進めてきたわけです

が、昨年度までの事業の進捗状況を伺って質問を終わりたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 付帯決議、きのうのように覚えています。 

進捗率なんですけれども、大体平成１７年度末をもって１７％程度です。 

それから、１８年度は今実施、そろそろ準備しておると思うんですけれども、あわせて３０％

ぐらいの進捗率だろうというふうな認識をしております。よろしくお願いします。 

委 員 長（赤松孝一） 伊藤委員。 

７  番（伊藤幸男） 絞って絞ってしたんで、たくさん言うことはできませんでしたが、これらはぜひ

前向きにですね、積極的に住民の期待にこたえていただくということで、ぜひ教訓化していただ

きますようお願いして終わります。 

委 員 長（赤松孝一） 念のために申しておきますが、お一人１０分の持ち時間がございまして、５分、

５分でも、４分、６分でも結構でありますので、１０分間一度にされなくてもいいというこ

とを、ご存じだとは思いますが、もう一度言っておきます。 

質疑ございますか。 

５番、小林委員。 

５  番（小林庸夫） 私は新しい議員でございますので、初めてこういった加悦町の決算、岩滝町の決

算、野田川町の決算書を見せていただきまして、属しております総務委員会の中のことにつきま

しては、若干勉強させていただいたんでございますが、そのほかのことにつきまして、本当に単
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純な質問をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

先ほど、森本委員おっしゃっておられましたのと重複すると思いますけれども、住宅使用料の

ことでちょっと、世帯数について何軒ほどなのか。金額はお聞きしたんでございますが、教えて

いただいたと思いますが。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 小林委員さんのご質問ですけれども、３５軒ございます。 

委 員 長（赤松孝一） 小林委員。 

５  番（小林庸夫） 先ほどいろいろとそれぞれのお家の事情もあるようでございますけれども、ぜひ

なかなか滞納になりますと払えなくなりますと、ひとつ担当の課の方はよろしくご努力をお願い

したいと、このように思います。 

次に、７１ページの商工費ですけれども、土地貸借料ですか、３３０万円ですが、加工場のよ

うなことを聞いているんですが、相手先はどこであり、坪が何坪ぐらいのものか、また契約はい

つごろまでのことかについて。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 ご質問にお答えしたいと思います。 

７１ページの１４節使用料及び賃借料の中に、土地等賃借料があるわけですが、この賃借料に

つきましては、加悦加工場跡地、現在は京とうふ加悦の里が使用されておる用地であります。面

積的には、１万８，３８０平米ということで、これは京都府の用地を町がお借りしております。

その用地について、第三セクターの京とうふ加悦の里に貸しておるということで、歳入の方でい

きますと、１２ページの最下段、商工使用料の加悦加工場跡地使用料ということで、３２９万

７，１１０円があがってますが、この歳出との差額につきましては、別に３万５，８００円、岩

崎工業団地といいますから加悦奥の日本電気化学のあるところの用地を少し地元からお借りして

おりますので、この中の３万５，８００円はそちらの用地賃借料ということで、加工場跡地につ

いては１万８，３８０平米、３２９万７，１１０円ということで、歳入と歳出を同額であげさせ

ていただいております。 

京都府との賃貸借契約は大体３年をめどにということで、たしか昨年契約変更をやったと思い

ますので、あと２年でまた京都府と協議をするということになっております。 

委 員 長（赤松孝一） 小林委員。 

５  番（小林庸夫） 同じ商工費で、７３ページの染色センターの運営管理費の委託料２５０万円とい

うことなのですが、どういったことに活用されておるのかということをお尋ねしたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 染色センターの運営管理委託料ということで、通常の場合ですと新商品の開発委託という形で

委託料を出させていただいております。 

１７年度につきましては、合併協議の中でも、染色センターの運営委員会は多分存続できない

だろうということがあります。そういう点では、最後の染色センターに対する運営について、そ

の運営委員さんにお願いをしておったということがありまして、新しい衝立戸とか、タペストリ

ーだとか、木工を含めた大きな作品をつくっていただきまして、ミップルであったり、ウィルで

あったりする場所で展示即売をしていただくような新商品の開発事業をやっていただきました。 
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それからもう１点につきましては、染色センターの運営委員会では、商品開発用の基金、特産

品開発基金という基金から運営委員会が借り入れをおこしまして、当初の商品開発だったり、在

庫の商品製作をするために基金から借り入れておる分があります。それについて、最終年に運営

委員会も解散を１７年度でするだろうということで、それの生産整理をするということがありま

したので、基金に返還をするためにこの委託料を出しながら、基金返還をしていただきます。 

それで、残りました商品については、在庫で持っておりまして、それが売れるたびに雑入で入

れさせていただいて、ほとんどその運営基金で借りました経費、あるいは今回そのために返還し

ますお金については、その在庫の処理ができればペイするだろうという形で、そういう整理を染

色センターの運営委員会の中ではさせていただいております。 

委 員 長（赤松孝一） 小林委員。 

５  番（小林庸夫） そせれでは、物をつくって独自に運営委員会の方々で販売されておられるという

活動をなさっておられるというように理解させてもらっていいわけですね。 

次に、４７ページの民生費のことでございますが、ふるさとＵターン奨励金というので、

７８万円計上されておられるようです。何か合併後は廃止というのが書いてあるようでございま

すが、どういった性質のものなのか、また今日まで何件ぐらいに適用されておられるのか、そう

いったことをお聞きさせていただきたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 永島主幹。 

永島主幹 お答えしたいというふうに思います。 

これはふるさとＵターン奨励金制度といいまして、旧加悦町当時で単独で行っておりました奨

励事業です。これにつきましては、若者定住とふるさとＵターン、人口の増加促進を図るという、

そういう目的のもとに、家族でＵターンをした場合、１５万円の奨励金を交付をしていく。また、

単身の場合、あるいは新規学卒の場合で、５万円を交付をしていくということで、条件には５年

間定住をしていただくということが条件になっております。 

それで、１７年度のこれにつきましては、１２件ということで、家族でＵターンが５件、単身

が１件、新卒が６件という内容になっております。それで、雑入でもありますが、５年以内に転

出をされたような場合は、この奨励金は返還をしていただくということになっておりますので、

たしか２件ぐらいの返還を１７年度はしていただいたというふうに記憶しております。 

委 員 長（赤松孝一） 小林委員。 

５  番（小林庸夫） これは毎年こういった項目を計上されておられたんですか。過去は、去年の

１７年は今お聞きしたんですけれども、１６年とか１５年とか、過去はないんですか。 

委 員 長（赤松孝一） 永島主幹。 

永島主幹 お答えしたいというふうに思います。 

ちょっといつから制度をやっておったかということにつきましては、現在資料を持ち合わせて

おりませんが、ここにおいでます勢旗委員さんが当時課長だった当時に制度を創設をされたとい

うことで、それ以来ずっと加悦町の特色ある施策として、毎年予算に計上させていただいておる

ということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 小林委員。 

５  番（小林庸夫） わかりました。あとは先輩にお尋ねするとしまして、次に似たようなことでござ
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いますけれども、７１ページのビジネスチャレンジ助成金というんですか、先ほどのご説明で、

起業家なり、あるいは起業をなされた方とか、あるいはホームページを立ち上げた方、それぞれ

４件ずつあるとかいうことをお聞きしたんですが、起業を立ち上げた方４件ということ、どうい

った業者と申しますか、方々なのか、そしてその方々が現在もやっておられるのか。また過去に

もそういったのが加悦町は取り組んでおられたのか、そういったことをお教えいただけたらと思

うんですが。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 ビジネスチャレンジ助成金につきましては、平成１６年と１７年、２ヵ年でやらせていただい

ております。 

先ほど申し上げましたように、ホームページの作成助成ということで、対象経費の半額２０万

円を限度ということで、１７年度については４件、それから起業につきましては、助成につきま

しては４件、これは対象経費の半額以内で７０万円を限度ということです。 

それで、起業助成につきましては、印刷デザイン事務所をおこされました。人材派遣会社をお

こされました。特産品販売会社をおこされました。それから染色、Ｔシャツプリント業を起業さ

れましたということです。それからホームページにつきましては、それぞれ自社ＰＲ、あるいは

求人募集、それから商品販売等に資するということで、ホームページの作成をやられております。

それぞれ現在も営業を続けていただいておるというところであります。 

以上です。 

委 員 長（赤松孝一） 小林委員。 

５  番（小林庸夫） 非常に加悦町のこの決算書を読ませていただきまして、それぞれ頑張っておられ

る方々のてこ入れですか、そういったことに何かアバウトのことですけれども、努力されておる

なという感じを受けたようなことでございます。 

３５ページの総務費の緊急不況対策費という目がございますけれども、これも野田川町や岩滝

町のを見させていただきましても、そういった項目もございません中に、中身は住宅改修とかい

ろいろとあるにしても、緊急不況対策という一つの大きな項目をとっておられるというところに、

非常に加悦町の地域に対する思い入れというものも感じたようなことでございます。 

ぜひ私もこの新しい町になってからですね、やはり財政厳しい中にあっても、何か夢のある目

の創立というんですか、そういった形のことを新しい年度の予算には、ひとつ加えて、金額云々

じゃなしに、そういった目も加えていただいて、この町にはこういうもので頑張る一つの方針が

あるというような、夢のある項目をですね、ひとつ希望したいと、これは町長にそういった思い

を申し上げまして、質問を終わらせていただきます。 

委 員 長（赤松孝一） ほかに質疑ございますか。 

１５番、谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは旧加悦町の決算について質問を何点かさせていただきます。 

先ほど森本委員や伊藤委員の方からも少し触れられましたけれども、旧加悦町は１６年度、

１７年度と大変財政が厳しい中においても、台風が来まして、大変な災害をこうむったわけです

けれども、全力をあげてその復旧に取り組んだわけですけれども、それはそれなりの一定の評価

が下せるわけですけれども、まだ住民の皆さん方にはですね、雨が降ったりですね、大雨洪水注
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意報が流れたりしたらですね、大変危機感を持っておられて、大丈夫なんか、大丈夫なんかとよ

く道であったら私も聞かれるようなことでございます。この点についてはですね、また新町にも

十分引き継いでいただいて、安心安全なまちづくりに取り組んでいただきたいという具合に、冒

頭でお願いを申し上げます。 

決算についてですね、何点か細かい項目でありますけれども、質問させていただきます。 

まず４９ページの給食サービスについて、少しお伺いさせていただきます。 

本年度の決算額は４４５万円という金額が出ております。この件についてはですね、以前旧加

悦町の議会で私も質問させていただきました。というのはですね、これは旧加悦町の場合も、ほ

かの町もそうであると思いますけれども、社協の方が委託をされて受け持っておられる事業でご

ざいまして、旧加悦町の場合はですね、間違っておれば訂正していただきたいと思うんですけれ

ども、６００円の財政の町からの支出で、個人負担が３００円していただいて、９００円ぐらい

の弁当を届けると、そういう給食サービスでありました。 

その前の年はですね、９００円という金額で旧加悦町が負担しておりまして、３００円の個人

負担ということで１，２００円と。私はこのときにいささかこの９００円の持ち出しが多いんで

はないかなという具合に申しましたら、６００円に多分なったんではないかなというふうに思う

んですけど、前年を見ますとですね、平成１６年でありますけれども、６３６万円の決算額であ

りまして、７，０７２食サービスをされておられると。平成１７年度は先ほど言いましたように

４４５万円ということですので、かなり金額が減っておるんですけれども、私が先ほど申しまし

たように、町の持ち出しが９００円から６００円に減ったということで減ったのか、それとも利

用者が少なくなったのか、受給を受けられるような資格者の方がですね、非常に限られた方に制

約されたのか、その点についてまず最初にお伺いしたいというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 佐賀課長。 

佐賀課長 ただいまの谷口委員さんのご質問にお答えしたいというように思います。 

平成１６年度までにつきましては、個人負担金が３００円、それから町の方の持ち出しが

９００円ということで、１，２００円のお弁当を夕食としてお配りしておりました。ご案内のよ

うに、１６年度は７，０００食からの支払いをしたということでございます。１７年度につきま

しては、この単価を谷口委員さんの方からご指摘いただきましたり、また社協さんの方にいろい

ろと検討していただきました結果、町から９００円出しておったものを１００円減額しまして

８００円、個人負担金が３００円ということで、１，１００円のお弁当を出しております。 

ここに書いてございます４４５万４，４００円につきましては、８００円で割りますと

５，５６８食ということになってございます。これに対しまして、この対象者が減ったからとい

うこと、対象者を移動させたかというご質問ですけれども、これは対象としましては、特に

１６年度からの対象者を対象から外したということはございません。単価が減ったことによりま

して、若干金額が減ったということでご理解がいただきたいというように思います。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それならば結構なんですけれども、受給資格者を非常に絞られてですね、減額に

なったんかなと、こういう具合に勘違いしていました。 

続きまして次の質問にまいります。８９ページと９１ページと両方またがるんですけれども、
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パソコンのリース料であります。これについてはですね、小学校の方が１，１５３万円と中学校

が５４９万円ですか、多額のお金がリース料として支払われているんですけれども、これは学校

のカリキュラムとしてですね、パソコンの利用というのはどういう場合に工夫をされて利用され

ておられるのかですね、その点についてお伺いしたいというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 パソコンの活用でございます。当然、中学校についてはカリキュラムの中に入っておりまして、

流通関係で当然授業でやっておりますし、それから小学校については、総合的な学習の時間とい

うことで、調査もの等にインターネットを活用してやっておりますし、小学校のクラブ活動とい

うんですか、パソコンクラブなんかも学校外で活用を行っております。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 今はですね、本当にＩＴの時代ですので、子どものころからですね、パソコンに

慣れ親しむというのは大変大事なことであろうという具合に思っておりますので、多額のお金で

すので、ぜひとも有効にもっと活用できる方法があれば、いろいろ考えていただければいいんじ

ゃないかなというふうに思っております。 

時間が限られますので次々聞きたいことがあるので次に移ります。 

７７ページの道路の除雪業務であります。これについてはですね、１７年度は３，３９１万

７，０００円ですか、非常に多額の金額が除雪費として支払われております。これにつきまして、

もう少し詳しく、延べ時間でありますとか、時間当たりの単価がどうであるとかですね、その辺

についてお聞かせをいただきたいなというように思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 下水課長。 

小西課長 谷口委員のご質問ですけれども、全体で９業者ありまして、全体の総稼働時間数は

１，５２７．７時間です。それからダンプトラック、排雪の関係で作業しましたので、ダンプト

ラックの方が６９．３時間、合計１，５９７．０時間ということです。 

単価は、除雪車といいましても大型除雪機を持っているところ、それから中型、小型等々あり

ますので、一概には今金額の表示はできないというふうに思っています。 

資料がもし必要でしたら、お渡ししたいというふうに考えております。 

以上です。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 除雪につきましてはですね、町政懇談会等々で盛んに除雪の仕方がどうのこうの

とかいうようなご質問も受けておりますし、また今度新町になった場合にですね、小型の除雪機

が導入されるということで、それとあいまってですね、住民の皆さん方の不満が起こらないよう

にですね、よろしくお願いしたいなというふうに思っております。 

また、与謝野町の決算のときにもお伺いしたいなと思うんですけれども、旧町単位で除雪にか

かわってきたわけですので、その辺、調査会の調整がどのように進んでいるのかなという具合に

は思ったりするんですけれども、それはまた与謝野町のところでご質問させていただきたいとい

うふうに思っております。 

それと次は、６５ページのＮＥＴの回線使用料ですね。これは例の加悦有線放送のケーブルの

ＮＥＴの使用料だという具合に思うんですけれども、一応旧加悦町は２月末で出納閉鎖をされて
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決算を打たれているということで、ＫＹＴの最終的な加入の件数ですね、これ一体何件になった

のかということと、インターネットの申し込みですね、それが何件あるのか、その辺についてお

聞かせいただきたい。また加入件数と加入率もお教えいただきたいなというふうに思っておりま

す。 

委 員 長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 それでは、委員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

統計なんですけれども、３月末で申し上げます。加入件数、有線テレビでございます。

２，０２９軒、加入率８７．４％、それからネットでございます。これはネットと言いますのは

インターネットの関係でございます。５０２件、加入率で申しましたら２４．７％ということに

なっております。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） わかりました。 

続きましてですね、３２ページでしたですかね、加工場の跡地なんですけれども、３３０万円

ほどでしたか、歳入があがっておるということで、これは歳出の方もそうなんですけれども、加

工場の跡地につきましてはですね、京都府の方から町が借り受けていると。それで京とうふさん

が使用しているというような状況だと思うんですけど、この借り地についてもですね、京とうふ

さんがお金を支払われて、それを旧加悦町が京都府の方に支払っていると、こういう形になって

いるんだろうと思うんですけれども、現在、ご存じのようにですね、工場は建てて稼働されてい

るんですけれども、こちら空き地ですね、非常に広い空き地がありまして、あそこは地主さんも

何人かすみの方にはおられるみたいですけれども、全然使われずにですね、使用料というか、家

賃を払っているというような状況が続いていると思うんですけれども、これについてですね、何

か計画めいたことが京とうふさんで今後考えておられるのかどうか、また町はですね、今後こう

いう放置した場合にですね、この事後の跡地についてですね、何か旧加悦町の方で考えておられ

たことがあったのかどうか、その点についてお伺いしたいというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 山﨑課長。 

山﨑課長 京とうふ加悦の里が借りておられる、先ほど言いました１万８，０００平米については、京と

うふが取得された全面積ということがあります。現実的には、京とうふ加悦の里は現在半分ほど

の面積を敷地として使用されております。昨年ですか、地元の方が空いている空き地でちょっと

したリクレーション用に使わせていただけないかという申し入れがうちの方にありましたので、

会社の方と協議をいたしましたが、いつどういう状況で使っていくかわからないから、途中でお

断りするのも気が引けるので、現状のままでおいていただきたいという会社の申し入れがありま

したし、それから三百二十数万円は１万８，０００平米全部の使用料ですが、それについて例え

ば半分しか使ってないから半額にしてくれという申出もありませんので、将来的には、当初の全

体計画の中では、残りの半分の面積も使いながら、第２工場あるいはとうふのレストランだとか、

それからいわゆる手作り教室ができるような施設をつくっていきたいという計画で進出されてい

ますので、まだその計画が生きておるんだろうというふうに考えております。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） ぜひともですね、そういう計画がおありでしたらですね、有効利用していただか



－45－ 

ないとですね、全然使わない土地の家賃をずっと払いっ放しにするというのは、大変もったいな

いんではないかなという具合に思っておりますので、ぜひともですね、有効利用をお願いしたい

なというように思っております。 

それと続きまして９５ページのですね、加悦町史の編纂事業であります。 

これにつきましてはですね、平成１６年度には加悦町史の第一弾として、加悦町史の概要版み

たいなものを配られたと思うんですけれども、当初では２，０００万円ほどの予算組みをされて

おられまして、ずっと計画を練ってここに至っていると思うんですけど、これにつきまして、今

後加悦町史の冊子みたいなものがですね、また旧加悦町の皆さん方の全戸に配られるようなこと

があるのかどうか、この事業のですね、結末といいますか、一体最後はどうなるんかなというよ

うに思っておりますので、この辺についてお伺いしたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 加悦町史については、合併協議の方でも引き続き編纂事業をやるという確認をとりまして、今

年度１８年度も事業の方の予算計上もさせていただいております。１８年度末により、資料編の

上巻が発行できるかなというふうに思っていますし、上巻といいますと当然下巻もつくるという

ことで、１９年度をめどに町史の編纂も終わるというような、今のところ計画でございます。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは時間がなくなってきましたので、最後の質問にします。 

旧加悦町の場合はですね、平成１５年にこのように第５次加悦町総合計画という立派なものが

できまして、これにはたくさんの方がこれに加わりまして、この第５次総合計画ができあがった

んですけれども、このときにも私質問をちょっとさせていただいたんですけれども、平成１５年

というのはですね、合併協議がやられているさなか、まだ１市４町の場合だったと思うんですけ

ど、これが多額の費用をかけてですね、こういうものをつくる意味があるのかというような、ち

ょっと質問をさせていただきました。当面、合併することがわかっているんですが、こういうも

のが本当に必要なのかというようなことを、それも多額のお金をかけるんですから、そういう質

問をさせていただきました。 

その答えはですね、きょうここに来ていただいている奥野課長がですね、新町にもぜひ結びつ

けたいと、加悦町のこの思いをというようなことで、ぜひともつくる必要があるんだと、こうい

うご答弁でしたんですけれども、新町になりましてですね、この思いが十分に新町に伝わってい

るのかどうか、きょうご出席いただいている奥野課長にですね、ぜひご答弁をいただきたいなと

いうふうに思っています。 

委 員 長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 奥野課長の方にご質問ですけれども、この件については、合併協議の中で新町ま

ちづくり計画を立ち上げました。それになりますもとが、やはりそれぞれの町の総合計画を比較

検討といったらおかしいですけれども、その中の思いを込めたものは一応は新町まちづくり計画

の基本理念にしているというふうに思っておりますので、十分生かされておりますし、また今後

総合計画をこの与謝野町も立てていきますので、その中で十分生かしていくことが必要だという

ふうに考えております。 

委 員 長（赤松孝一） 谷口委員。 
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１ ５ 番（谷口忠弘） ぜひともですね、そのように期待しておりますのでお願いしたいと思います。 

終わります。 

委 員 長（赤松孝一） それではここで休憩をとらせていただきます。 

５０分まで暫時休憩いたします。 

（休憩 午後２時３５分） 

（再開 午後２時５０分） 

委 員 長（赤松孝一） それでは休憩を閉じまして、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

１４番、有吉委員。 

１ ４ 番（有吉 正） それでは旧加悦町の決算の中で、２点ばかり質問させていただきます。 

合併と災害復旧ということで、それがよく大変だったなというのがあらわれておる決算だろう

というふうに思います。 

ＣＡＴＶのケーブルテレビの件であります。１２ページの、収入が２，９６１万２５０円、加

入者は先ほどの谷口委員の質問でもありましたが、２，０２９件、それからインターネットの加

入が５０２件、率は８７．４％、ネットの方が２４．７％となっております。 

まずこの月々の使用料ですね、それをまず教えていただきたいというふうに思います。 

委 員 長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 ご質問にお答えしたいと思います。 

テレビの方が毎月１，０００円、それからインターネットの方が毎月２，０００円をいただい

ております。 

委 員 長（赤松孝一） 有吉委員。 

１ ４ 番（有吉 正） 私もインターネットに入っておるわけですが、加悦町の議員さんは特に、合併に

なってからもこのケーブルテレビを新町に勧めてほしいと、こういうふうにおっしゃっておられ

ます。そういった中で、この野田川町のころの合併協議の中でも、非常に不安に、インターネッ

トの立ち上げが遅いと、加悦町では、というふうなお話も聞いておるわけではありますが、この

点について、担当者としてやってこられたわけですから、今後の合併になって、やっぱりこれを

勧めたらこういう利点があると、こういった点もあわせて、いろんな宣伝をわかりやすくしてい

ただけたらと、このように思います。それからまた質問させていただきます。 

委 員 長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 ご説明申し上げます。 

ＣＡＴＶの場合は、ケーブルテレビでインターネットもつくっております。そういった関係で、

ＮＴＴの関係の電波と違いまして、基地局の関係がございませんので、あらゆるどこの地域でも

一定の速度でインターネットが利用できると、こういう利点があるかと思います。 

それから値段につきましても、いろいろ民間の中にもあるかと思いますけれども、

２，０００円という月額で、これは電話料も全部要りませんので、定額２，０００円ということ

でさせていただいてますので、こういったことがメリットではないかというふうに考えておりま

す。 

立ち上がりが遅いということが今お聞きしたんですけれども、ちょっと個人差があるかもわか

りませんけれども、私も家で使っていますけれども、さほど立ち上がりが特に遅いというような
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ことは私自身は感じてないんですけれども、立ち上げが遅いということについては、余り私の方

も具体的に余りお聞きしていないということがあるんですけれども。 

委 員 長（赤松孝一） 有吉委員。 

１ ４ 番（有吉 正） 合併準備品の中でもＣＡＴＶの総合調整事業２９万４，０００円、それから延伸

事業２６２万５，０００円がＣＡＴＶの方で入っておるわけですが、これも新町になってから広

げていこうと、こういうお気持ちもあったろうと思うんですが、これの説明をお願いいたします。 

それと、私は岩屋の奥の方に住んでおりまして、それこそＡＤＳＬでインターネットに入って

おるんですが、非常に立ち上がりが遅いんです。よくＮＴＴに、故障の方に言うたりして来てい

ただいたりするんですけれども、やっぱり距離があり過ぎると。それと旧岩滝町では地域イント

ラネットですか、これをやっておられると。これは合併協議の野田川町の中の特別委員会でもか

なりどういうふうにしたらいいんだろうと、こういう議論があったわけです。議員の中には、非

常に詳しい方もありますし、私はもうちょっとこういうことは弱いんですけれども、できるだけ

素人的な意見かもわからんですけれども、住民の方にね、理解をしていただかんならんわけで、

それこそ最大３０億円かかるというふうな今度の９月議会での説明もあったりしましたので、や

っぱり勧めていくならば、それなりのやっぱり裏づけ、そして宣伝といいますか、やっぱり利点

をやっていかないかんと、このように思っておるわけです。ひとつちょっとご答弁願います。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 有吉委員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

合併準備経費の中で、有線テレビの延伸の事業を実施をさせていただいております。これにつ

きましては、合併協議の中では推進していくというか、新町に広げていくどうこうという結論は

出てないわけですけれども、有線テレビについては、新町に引き継いでいくということなんです

けれども、町の旧加悦町がやっております有線テレビの内容とかを、ほかのせめて本庁とか野田

川町庁舎にみえた方には、どういう番組内容を文字放送しているのかということが知ってもらえ

ればというふうなことで、合併というか、事務局レベルで協議をさせていただきまして、それぞ

れの庁舎では旧の加悦町がやっています有線テレビの内容がごらんいただけるということで、こ

れにつきましては、旧加悦町の場合は、町がすべてケーブルを関電柱とかＮＴＴ柱につけていっ

ているわけですけれども、それぞれの庁舎については、ケーブルをリースさせていただいてまし

て、自設のケーブルではなくて、借り上げでケーブルを使わせていただいているということで、

それぞれの庁舎では内容をご確認いただけるということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 有吉委員。 

１ ４ 番（有吉 正） １４ページですか、新規加入の手数料、それからそれに対する工事費が出ていた

と思うんですが、これの分担金は１件幾らぐらいになるのか。それから場所によって工事費の分

担金は変わってくるのか、その点をお尋ねします。 

委 員 長（赤松孝一） 奥野主幹。 

奥野主幹 これは新規加入料ということで、定額で１万円をいただいております。 

今の２番目の質問につきましては、配線工事として１万９，０００円。 

委 員 長（赤松孝一） 有吉委員。 

１ ４ 番（有吉 正） 私が今インターネットで払っているのが、たしか３，８００円毎月払っていると
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思います。そうすると、２，０００円はやすいということになりますので、そういう点は利点か

なというふうに今感じたわけです。 

次に、基金につきましてお伺いいたします。 

１０９ページのよろず相談事業運営基金と、それから１１０ページの特産品運営基金、これに

ついてお伺いいたします。内容についてもお伺いいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 永島主幹。 

永島主幹 まず、１０９ページのよろず相談事業の運営基金についてご説明をさせていただきたいという

ふうに思います。 

この基金につきましては、野田川町なり岩滝町でも実施をされておりますが、暮らしの資金の

貸付事業にかかわります基金でございます。加悦町につきましては、一般会計から暮らしの資金

を貸し付けをするということではなくて、基金管理をしておりまして、常に基金会計から必要な

都度、最高２０万円まで貸し付けをさせていただいておるということで、返済につきましても、

この基金会計の中に返済をしていただいておるということで、この経理につきましては、新町に

ついてもこういう方式でやっていくということで受け継いでおるということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 特産品運営基金、１１０ページでございますが、内容について説明させていただきたいという

ふうに思います。 

これにつきましては、その町のいろんな産業がございますけれども、どの産業でもいいわけで

すけれども、その町のいろんな特産品を試験研究とか、開発したいというふうな、これは個人さ

んではなくてできればグループがいいんですけれども、そういったいろんな特産品を開発するた

めの資金を貸してほしいという場合に、この基金から貸し出しをさせていただいて、その特産品

を開発されて、その商品が売れたらそれを返していっていただくというふうな内容の、特産品の

開発のための基金ということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 有吉委員。 

１ ４ 番（有吉 正） それでは、その基金のよろず相談事業運営基金、１，７２９万円現在残高がある

わけですが、何件くらいあるのか。 

それから、特産品運営基金、開発されたグループに貸し出すというようなことを聞いたわけで

すが、これも何社というのか、何件あるのか、お伺いいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 永島主幹。 

永島主幹 お答えをしたいというふうに思います。 

１７年度の暮らしの資金、旧加悦町の貸し付けの実績につきましては、２９件５６４万

５，０００円という実績になっております。この基金につきましては、ここにありますように、

基金造成をいたしまして、現在この決算書のとおり１，８７９万４，０００円の基金があるとい

うことでございますが、ここに書いておりますように、貸し付けが既にしておりますのが

１，７２９万円ということで、現金で保管をしておりますのが１５０万４，０００円ということ

で、１件２０万円の貸し付けになりますので、この１５０万円を２０万円で割った件数ぐらいし

か貸し付ける余裕がないということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 和田主幹。 
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和田主幹 お答えをさせていただきます。特産品基金につきましては、現在２件貸し付けをしております。 

委 員 長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

４番、廣野委員。 

４  番（廣野安樹） それでは１点だけお聞きをしておきたいと思います。 

旧加悦町の会計でございますので、余りよその者ががたがた言うことはないので、よした方が

いいと思いますが、１点ちょっと気になることをお聞きさせていただきたいなと思います。 

先ほども谷口委員の方からご質問がありましたように、８９ページでありますパソコンリース

料１，１５３万１３０円、それから９１ページのパソコンリース料の５４９万６００円、このリ

ース料につきましては、何台リースをされておるのか、まず最初にこれをお尋ねをしておきたい

と思います。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 お答えをしたいと思います。 

小学校については、加悦小学校が４１台、桑飼小学校が２６台、与謝小学校が２２台、加悦中

学校が４１台というふうな内訳になっております。 

委 員 長（赤松孝一） 廣野委員。 

４  番（廣野安樹） それですと、まず単価、１台当たりでいきますと約１３万円、どちらも１３万円

ほどかかっておるわけでございますが、こればどんな内容でお借りされておるのか。非常に私と

してはちょっと高いような気がするので、また１台買い取るとすればどれぐらいの価格の機種な

のか。それからサーバーはどのような形でお借りになっておるのか、ちょっとこの点、お尋ねし

ておきたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 リース料で計上させていただいておりますので、レンタルリースということでございまして、

５年のリースでございます。 

予算見積もり等、入札をした段階では大体１台当たり４０万円から５０万円の間ということで

ございます。 

当然、サーバーの方も含めてでございますし、それから机、椅子、それからソフトも含めての

リースでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 廣野委員。 

４  番（廣野安樹） 机や椅子なんていうものは、それぞれ学校にセットされておるものだというよう

に思うわけでございますが、これもいつもリースでお借りになっておるのか、この点。設備とし

てこちらの方にもほかの項目で教室の整備というような形であがっておるわけでございますが、

そういったことは整備されておらないのですか、この点をお尋ねしておきたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 パソコンルームに設置しますので、普通の机ではございません。やっぱりＯＡ用の机、ＯＡ用

の椅子を購入しますので、多分野田川町さんでも岩滝町さんでも同じだというふうに思います。 

ただ、よその町によっては、机、椅子はリースではなくて買い取りをされている場合もありま

すし、リースの中に入っている場合もありますし、そういうケースが多々あるということでござ

います。 
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委 員 長（赤松孝一） 廣野委員。 

４  番（廣野安樹） 教室につきましては、私はもう当然これからはいわゆるＯＡ用の教室というよう

なことを当然設備されておるものだというように思っておりました。 

それでは、他のリース会社との見積もりでこれをとられて契約をされたのか、この点をお伺い

をしておきたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 機種選定につきましては、学校で選定の委員会を立ち上げられまして、この機種がよいという

ことで、この機種のメーカーについての見積もりをいただいて決定したということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 廣野委員。 

４  番（廣野安樹） たまたまたこれ岩滝の決算書が出ておるわけでございますが、岩滝の場合では、

小学校の教育コンピューター借上料、これリースというと書いてありませんが借上料も一緒だと

思いますが、４７万４，０００円でお借りしておるんです。この金額の違いがいかにも、岩滝の

小学校と加悦の小学校とでは、これだけ違うのかということをあれしましたので、この点は十分

今度参考にしていただいて、今後こういう金額を、１３万円という金額は私はもう一回見直すべ

きだというように思っておりますので、この点についても勉強していただきたいと思いますし、

今後はこういうことのないように、強く要望をしておきたいと思います。 

以上でございます。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 今、廣野委員さん、岩滝の例をとられたと思うんですが、多分、私のちょっと記憶が定かでは

ないんですけど、多分途中からパソコンを購入されたかと思うんですが。そうでなかったら、今

後新町でいろんなパソコンリース料の比較もさせていただいて、今後、そういった買い取りにす

るとか、リースについてもやっぱり検討が必要だというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 廣野委員。 

４  番（廣野安樹） 岩滝の決算がありますので、このときにまた聞かせていただいて、またこの点に

ついては私ももう一回勉強しておきたいと思いますが、一応借上料として４７万円ということに

なっておりますので、私は買ったという覚えは記憶はございません。終わります。 

委 員 長（赤松孝一） ほかに質疑ございますか。 

１７番、今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは、多くの皆さんがされましたけれども、１７年度旧加悦町の決算につき

まして質問させていただきたいというふうに思います。 

委員の皆さんからお話が出ておりますように、１７年度というのは２３号台風の災害復旧と、

そして合併の準備にあたった、大変な年ではなかったかなというふうに、今さらながら振り返っ

ております。災害につきましても、滝川につきましては、非常に河川がはんらんをしたり、護岸

がえぐれたり、いろんなことで大変な被害にあったわけでございますけれども、きょうに至りま

して、本当にきれいに直していただきまして、これだけ被害があったんかなというふうなことを

今さらながらに振り返っておりました。 

そして合併につきましても、１６年度中に調印はしたわけでございますけれども、その後も合

併協議を続けるというふうな、全国でもそう例がなかったんではないかなということで、１０月
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ごろまで合併協議は続いたというふうに思っておりまして、その中で私もいろいろと当時の会長

でありました旧野田川町の太田町長さんにも議論をさせていただいたのを、きのうのように覚え

ております。そして、改修とかいろんな部分で大紛糾をしたというふうなことも脳裏に今浮かん

でまいりますけれども、こうして新しい町になりまして、みんな仲良く与謝野町の議会ができる

ということで、大変うれしいなというふうに思っておりまして、微力ではありますけれども、与

謝野町の活性化のために推進をしていく力になればというふうに思っております。 

それでは、１点目ですけれども、施設の使用につきましてお尋ねをしたいというふうに思って

おります。ページは１２ページでありますが、ここからいろんな施設の使用料というのがあがっ

ております。キャンプ場でありますとか、婦人の家でありますとか、あるいは学校の体育館やテ

ニスコート、大江山公園のグラウンドというふうなことで、施設の使用料というのがあがってお

りますけれども、この施設を利用するにあたって、合併によってこう変わったという施設があり

ましたら、その内容をお知らせしていただきたいと思います。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをいたしたいというふうに思います。 

お尋ねの使用料につきまして、合併によってこう変わったというところは、特にない、これま

でどおり、それぞれの施設の使用料を踏襲をさせていただいているというふうに思っております

が、平林キャンプ場につきましては、現在は無料ということで、１７年度は使用料が若干入って

おりますけれども、新町になりましてからは無料でお貸しをさせていただいているというふうな

状況になっております。 

それから、林業使用料で木工センター使用料というのがございます。これにつきましても、そ

れまで専門的な方がお使いをされていて、それの使用料をいただいておりましたけれども、今ち

ょっとその方がおいでになっていないということで、１７年度はこの使用料が入ってこないかも

わからないというふうな状況で、１８年度は木工センターの使用料が今のところは見込めないと

いうふうな内容でございます。 

委 員 長（赤松孝一） 今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） 今総務の関係をお答えをいただいたわけですか、教育使用料の関係でも質問申し

上げたわけですが、その内容ですね、私の言葉が足らなかったわけですが、例えば町民の皆さん

が体育館を使いたい、あるいはグラウンドやテニスコートを使いたいというときに、合併前と、

旧加悦町ですね、合併してからとその借り方、町民の皆さんがお借りになる場合に、どういう手

続きやどういうあれが変わったのか、変わったことがありましたらお答えをいただきたいと思い

ます。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 利用されるに申請の手続きが変わりました。６月の議会等でもご指摘等がありましたように、

７日前までに使用申し込みをしていただくということになりました。体育施設については。 

ただし、旧岩滝、それから旧野田川町についても、町内料金でそれぞれ使用していただくとい

うことでございますし、使用料金についても、旧加悦町でありましたら、多少前後は、時間制の

関係もあると思うんですが、そこについて利用料金が高くなったということではなってないと思

います。 
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ただ、使用申請について、７日前に申請いただくというようなことになっておりますので、少

し利用形態か、使用形態が変わったということでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） その中で、ナイターのことについてお尋ねをいたします。時間も含めての質問に

なるわけですが、これは６月議会でも私申し上げました。旧野田川町と岩滝については、もう既

に９時３０分までナイターを使ってもよろしいという条例で決まっておるわけですが、旧加悦町

につきましては、９時までということで、時間制限があります。これにつきまして、６月議会で

旧加悦町も９時半までにすべきだと、町民の要望も多いというふうなことを申し上げたわけです

が、その中で私の記憶にありますのは、土田課長は春に聞いて、６月議会ではなかなか対応がで

きないと、９月の決算議会まで待っていただいたら何とか延長というのができるというふうな答

弁をいただいたというふうに思うんですが、違いましたか。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 ６月議会で今田議員さんの質問等もありまして、９月をめどぐらいに協議をというんですか、

いうことも思っておりましたし、発言もさせていただきました。ただし、教育長の方にも、やっ

ぱり正式な手続きも踏んでいただきたいなということも申し上げたと思うんです。 

実のところ、９月４日付で体育協会長さん、それからソフトボール協会、野球協会の方から正

式に９時半まで延長してほしいというような要請文をいただいています。したがって私どもも今、

区長会の役員さん、それから旧与謝校区ですか、滝、金谷、与謝ということで、区長さんの方に

もこの件についてご相談申し上げております。 

したがって、また農事組合等もやっぱりご相談も申し上げなあかんというようなことも思って

おりますし、ただ全然教育長からもこの点については、ナイター時間については、やっぱり農事

組合、それから地域の皆さんの同意なしには延長はできんと、しっかりやっぱり地域の皆さんの

声を聞いて延長するなりということで、時間の方はやってほしいなというようなことも、アドバ

イスもいただいておりますので、今随時区長さんなり、農事組合長さんの方にご相談申し上げて

おるというような状況でございます。 

委 員 長（赤松孝一） 今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） 今の答弁を聞きまして、対応が遅いなというふうに思います。 

これはね、６月議会でも申し上げたと思うんですが、４月ごろから体協の会長さんを中心にし

て、９時半までナイター延長したいということで区長さんにもお願いにまわられ、了解もとられ、

そして周辺の皆さんにも理解を得られとるんです。そうして、それをもって体協の会長が教育委

員会に行かれたんです。それが５月ごろですよ。 

そしたらあなた方は、要望書か要請書か、正式に持ってこなんだら対応できんと、ぽんと門前

払いしたんでしょう。なせそんなことするんですか。体協の会長がみずからそうして来られたん

ですよ。そうだのに、地域の声を聞かなわからんとか、関係者のことも聞いてみなんだらわから

んとか、その人たちはすべてそういう方にも理解を得て、了解をとって、その上で教育委員会に

来られとるんですよ。そこをなぜあなた方は察して、どこまでどういう理解をとられたんかと、

そしたらそうして来られたら、あなた方が確かめたいなら、区長会だってあるし、何だってある

でしょう、そんなものは。すぐに対応できますよ。遅いですよ、対応が。どうだったんでしょう
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か。 

委 員 長（赤松孝一） 垣中教育長。 

垣内教育長 お答えをさせていただきます。 

その件に関しまして、一番はじめ対応いたしましたのは私でございます。確かに、ナイターの

３０分延長ぐらいを認めてほしいという、そういう話で来られました。 

しかし、このナイターの使用時間を決めているのは、どこの自治体におきましても、当初決め

るときには、やはりその地域の了解をとってやっているわけです。決めているわけです。特に、

田んぼの方に近いところというのは、農家の方々が非常に光線の稲への影響と、それと害虫です

ね、それとの関係で非常に敏感だったという、そういう経過がございます。 

したがいまして、その地域の方々のやはり了解がないと、なかなか条例で定めたものを変えて

いくということは難しいということですから、私の方は地域のそうした方々の了承をやはりとっ

てほしいと、いわゆる根回しをしてほしいと、そしてその結果をもって改めて教育委員会の方へ

要望書を出していただきたいと、そのような・・・させてもらいました。 

しかし、確かに今田議員がおっしゃいますように、地域はまわってたかもしれません。しかし

教育委員会にはその結果は来なかったんです。正直言いまして。だから私の方から、あの件はど

うなっとるんだということを担当者の方に聞いておったわけです。それで改めてそれが出てきた

のは、先ほどおっしゃられた、また課長が答弁したその時期でございます。それと同時に、新し

い体育協会の会長さんの方から要望がまたあがってきたと、そういう経過でございます。 

したがいまして、私どもが話を引き延ばしていたということは、私にしますと心外であります。

むしろ、私の方が、話しをさせてもらった立場上、その後せっついたと、私自身はそのように認

識しております。 

以上でございます。 

委 員 長（赤松孝一） 今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） 当然ね、その地域の理解というのが大前提ですよ、そんなことはわかってます。 

ですから私が申し上げましたように、体協の会長さんが来られたときに、地域の理解はできて

おると、区長さんにも了解はいただいておるというふうなことをおっしゃったと思うんですね。

そしたら、正式な要望書を持ってこなんだらあかんと、ぽーんと跳ねられたと、こういうことな

んです。なぜもう少し丁寧に、そうだったら区長さんに電話を入れるとか、要望書はこの方とこ

の方と、こういう方を頼んでもらわなんだらうちとしては受けつけることができませんとか、な

ぜもっとやさしく対応ができなかったのかというふうに思うんですね。 

ここの議場、先ほど窓があきましたけれども、庁舎の小さい窓から見ておらんと、ドアをあけ

るんですよ。世間の風を入れなきゃだめですよ、もっと。それでも入らなかったら、自分がドア

をあけて出ていくんですよ、地域に。そんなでんと構えて、殿様行政しておったらだめですよ。

課長、どうですか。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 経過については教育長が言われました経過でございます。 

どの地域を回られたか、私どももどこのどこということは聞いておりませんし、先日２２日の

夜に私も区長さんの方にお話したら、金谷区の区長さんの方は、初めてだったと。この件につい
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ては初めて聞かせてもらったということで、１０月の３日の日に組長会で相談をするということ

になっておるようですし、対象地域全域にまわられたというようなことではなかったかなという

ふうに感じております。 

委 員 長（赤松孝一） 今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） 時間が少なくなってきましたので、そしたら９月の４日に正式に教育委員会が受

け付けたと、こういうことですね。それはいつ条例改正できるんですか。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 承諾を得ましたら、次期の議会でも条例改正ができるとか思いますし、使用条例の中にも教育

委員会が特に定める項目等がありますので、例えば特例的に３０分延長する、この期間、例えば

６月から９月とか１０月までに特例的に３０分延長できるというようなことも特例でありますの

で、そういった部分を含めて検討させていただきたいというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 今田委員。 

１ ７ 番（今田博文） それから、体育館とかグラウンドの使用ですね、旧加悦町の方は非常に使いにく

なったと、新町になって。そして７日前までに申請をしなければならないと、そして過ぎてキャ

ンセルしたら、当然前払いをしておいてお金も返ってこんと、非常に使いにくくなったというこ

とで、非常に憤慨をされている方が多いわけです。これはどうしてそうなったのか、旧野田川、

旧岩滝はどうだったのか、答えてください。 

それからもう一つですが、災害のことも申し上げましたけれども、私たびたびこの議会でも発

言させていただいておりますように、府道のことについてもいろいろと発言をさせていただいて

おります。 

近年、京都府の姿勢というのは少し変わってきたんではないかなというふうに考えておりまし

て、１．５車線道路を中心にしまして、メーター間の費用を少なくして延長を延ばそうと、こう

いう考え方に立っておられるのが基本ではないかなというふうに思っております。 

そこで、京都府の基本姿勢といいますか、コンセプトといいますか、そういったものを教えて

いただけたらありがたいというふうに思います。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 使用手続きの関係でございます。７日前ということで、６月の議会の方でもご指摘がありまし

た。担当課、それから地域振興課とも今協議をしております。できるだけ早く、できれば平日に

関しては当日できるような、使用ができるような形にしていきたいなというふうに思っておりま

す。 

旧町はどうだったかと言いますと、旧町とも平日の場合は、その日に申請していただいたら使

用ができるというようなことでございます。ただし、岩滝町等にも臨時管理員さん等お願いする

関係で、合併協議の中で１週間前ということで期限を切らせていただきました。 

ただし、申し込みについては、３ヵ月前から申し込みもできると、早くから申し込みができる

ということでございますし、インターネットを通じても申し込みができるという、そういったメ

リットもございますが、平日について、きょう空いておるで使えるかというと、なかなか使えな

いというようなことが現実にございます。それについては、今担当の方が各地域振興課とも随時

協議をしておりますので、できるだけ旧町においては旧町で手続きをして、その日に使えるよう
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にと。ただし、土曜日、日曜日については、やっぱり金曜日までに来ていただいて申請をしてい

ただかなあかんかなというふうに思っております。 

今しばらく検討をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 ただいまのご質問ですけれども、今田委員さんご指摘のとおり、京都府では平成１５年度から

事業の方の考え方が大きく変わっております。 

まず、それは地域道路という指定を帯びた路線は、交通量は少なくて地域の生活を支える道路、

生活密着型道路ですか、いう路線につきましては、１．５車線道路整備を進めると。要するに、

コスト縮減を図れということがありまして、それは市町村の道路事業も考えて実施しております

けれども、京都府として、１．５車線道路整備につきましては、例えばもちろん２車線で計画が

あった路線につきましても、１．５車線道路に伴って、幅員を７メートルに少し狭くなった、そ

れから法面の構造物も当時はよう壁で計画があったものが、・・・の構造になったとか、要する

にコスト縮減を図れということが大きく変わっております。 

もちろん、加悦但東線、中藤加悦線、両線とも地域道路としての指定がありますので、それが

１．５車線道路整備のスタンスで計画をもちろん考え直して、見直して路線の整備を進めるとい

うことになっています。 

ちなみに申し上げますと、宮津養父線につきましては、準幹線道路という位置づけとなってい

ます。準幹線道路といいますと、１日の交通量がおおよそ１，５００台ある路線ということにな

っています。例えば、市町村間を結ぶ、アクセスする路線、それから主要な観光地へのアクセス

道路というふうな位置づけになっていますので、これはちなみに、の話ですけれども、宮津養父

線の方がランクが上かなというふうに思っていますけれども、ただ生活密着型で考えますと、や

っぱり中藤加悦線、加悦但東線の整備が重要かなというふうに考えております。よろしくお願い

します。 

委 員 長（赤松孝一） それでは、ほかに質疑はありませんか。 

９番、井田委員。 

９  番（井田義之） きょうは旧加悦町の皆さんおそろいですし、私もいろんなことを質問するかもわ

かりませんけれども、どなたに質問していいかわからない部分がありますので、そちらの方で適

当に答えていただいたらありがたいなというふうに思います。 

まずは、先ほど出ておりました関連で、住宅の使用料の件ですけれども、住宅の使用料は大変

だと言われました。これは保証人があるのかないのか、住宅の使用料についてもし滞納があった

場合、保証人に言われておるのか、言われておらないのか、お尋ねいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 井田議員さんからご質問ですけれども、保証人にはまず住宅へお住まいの方に交渉に行きます。

そして保証人も２名ありますので、その方に後日行くというふうなスタイルですけれども、ただ、

全部、全体の３５名に対して、すべて保証人に対してそういった滞納整理の部分で・・・だとい

うことは言っておりませんので、そういったことでご理解をいただきたいというふうに思います。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） 再度お尋ねします。 
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何のための保証人ですか。 

委 員 長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 保証人は、住宅にお住まいの方が入金できない場合の保証人と考えております。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） これ以上言いませんけれども、やはり保証人にしっかりとお願いをすると。そし

て、保証人もいろいろと事情が変わるわけですね。内容を聞きませんけれども、長いこと住んで

おられる場合は、必ず保証人もそれぞれの事情が出てくるわけですね。何年かに一度は、やはり

保証人さんと会ったり、また本人さんとお会いをされる中で、的確な、間違いない保証人をとっ

ておかれる、更新をされる、そのことは今後ぜひともお願いしたいというふうに思います。 

次に、３５ページの中ほどに、組立式ステージということで、２３８万８，０００円あります。

これ私が聞き落としておったらごめんなさい。これは何に使われたステージなのか、まずお尋ね

します。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 井田委員さのご質問にお答えをいたしたいと思います。 

組立式ステージにつきましては、これは自治宝くじの助成の関係の補助金をいただきまして、

これまでそれぞれ自治会でいろんなイベントを催されるわけです。多いのが夏祭が多いというふ

うに思います。その中で、それぞれ区ごとにステージを組んでやっておられたという状況がござ

いまして、町で一つぐらいは、こういう簡易にイベントで組み立てれるようなステージがほしい

なというような要望が区の方からございまして、それなら町の方で宝くじの助成を受けて、簡易

な組立式のステージを町の方で保管をさせていただいて、いつでも使ってもらったらいい体制に

しようかということで、購入をさせていただいておりまして、現在、加悦庁舎の車庫の一画で保

管をさせていただいているということで、ことしもまだ与謝野町全域にはいっていませんけれど

も、旧加悦町地域で２ヵ所で夏祭等でご活用をいただいたというふうなことでございます。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） わかりました。これはそしたら、今度は与謝野町になっておるわけで、どこでも

使えるということですね。大きさはどの程度なのか、ちなみにお願いいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをしたいと思います。 

組立式で大きさは自由になるんですけれども、わかりやすく言えば、コンパネの大きさのもの

が大体最大２０枚ぐらいまでの大きさになると。高さは１メートル５０ぐらいで、階段を両サイ

ドにつけれる。１メートルぐらいですか。 

それと、後ろのバックに何々イベントというふうな看板がつけれるような、こういうポールも

立てられるようになっているということです。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） 一遍だけ使われたんならリースの方がよかったん違うかなと言おうと思っておっ

たんですけれども、これだけ立派なものなら、もうちょっとＰＲをして、いろいろなところで使

ってもらえるような方法を講じていただきたいと、宝の持ち腐れは困るということを申し上げて

おきます。 



－57－ 

次に、５８ページ、これちょっと私の勘違いだったらお許し願たいんですけれども、不法投棄

の廃棄物処理６万５，０００円あがっております。これわずかですけれども、不法投棄について

は旧野田川町時代でも大変いろいろと議論がされた部分です。この分は、どういう不法投棄を役

場で、庁舎で処理をされておるのか。不法投棄の場合には、すべて庁舎で処理をされていたのか

どうか、その点についてお尋ねをいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 永島主幹。 

永島主幹 お答えをしたいというふうに思います。 

この５８ページにあがっております不法投棄の処理につきましては、そこのにしがきの裏に保

冷のコンテナの古いようなものがですね、ずっと以前から放置をしてありまして、区の方から何

とか処分がしてほしいということが要望がありました。それで、所有者も調査をしたわけなんで

すが、もうわからないということで、その処分をするに際しまして、重機で解体をしてどうして

もせんことにはできないということで、この費用につきましては、解体代だということでご理解

をいただきたいというふうに思っております。 

それで、不法投棄につきましては、できるだけ不法投棄をした人の発見に努めて、その人に処

理をしていただくということをするのが基本であるというふうに思っておりますが、どうしても

わからない分だとかいうものについては、もうやむを得ず町の方で費用負担をして処理をする分

があるというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） 大体わかりました。それで、もう一度お尋ねいたします。今回がこのにしがきの

裏の方にコンテナがあったというのが、最初でもう最後でございますか。その前にもそういうよ

うな何かがあって、庁舎の方でそれを片づけに行って経費がかかったというような例はございま

せんか。 

委 員 長（赤松孝一） 永島主幹。 

永島主幹 お答えをしたいというふうに思います。 

コンテナにつきましては、今回だけということで、かなり以前から放置をされておりまして、

そこがちょうど里道になっておりまして、その里道の上にそのコンテナが放置をされておるとい

うことで、区の方から再三にわたってそういう要望があって、そういう対応をさせていただいた

ということでございます。 

ただ、その経費の負担の問題では、香河峠だとか、そういうところにかなり電気製品が近年投

棄をされますので、それにつきましては、町の方では処理ができません。リサイクル法に基づき

まして、業者に出すということになっていますので、そういう費用は若干負担をしております。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） はいわかりました。今後の課題として、またいろいろと協議をしていけたらと思

います。 

次に、８８ページの耐震の問題ですけれども、これもどなたかが聞かれました関連になろうと

いうふうに思いますけれども、桑飼小学校が耐震でちゃんと修理がされました。耐震の補修が。

先ほども加悦の旧庁舎で、どこまでもつんだというような質問があったときに、わからないとい

う答弁でした。私が今ここでお尋ねいたしますのは、桑飼小学校は旧建築基準法で建てられたわ
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けですけれども、調査をされたときに、耐震強度は何ぼだったのか。地震の震度で言うならば、

４までしかあかなんだとか、５までしかいけたんだとか、何ぼだったのか。 

そして、この補強工事をされたことによって、新建築基準法昭和５６年の分におうてきたとい

うことなんでしょうけれども、幾らまでの震度に耐えられるということで補修ができたのか、お

願いいたします。 

委 員 長（赤松孝一） 土田課長。 

土田課長 桑飼小学校の耐震工事でございます。建てられたのは昭和４４年竣工ということで、体育館に

ついては４６７平米でございます。耐震診断でどんな数値だったかということでございます。国

の基準で言いますと、ちょっと難しい言葉になるんですが、ＩＳ値というのがありまして、ＩＳ

値が０．７以下の場合だったら、国庫の補助対象という形になっているようでございます。桑飼

小学校については、ＩＳ値、これはＸ方向とかＹ方向とかいうのがあるということのようですが、

その数値で言いますと、Ｘ方向が０．１６８、Ｙ方向が０．０８６というような数値になって、

これに対して耐震補強だということで、補助事業に乗せていただいたというようなことでござい

ます。 

設計士さんや業者等について、じゃあ震度何ぼに対応するんだというようなことも私どもも素

人なんで聞いたりするんですが、明確な答えの方は、何度まで大丈夫ですよというのはありませ

んが、ただし、阪神大震災に耐えられるには耐えられるというようなことを設計士さんの方は言

っておいでました。 

したがって、震度何ぼまでは大丈夫だというような明確な答の方は私の方はいただいておりま

せん。 

以上です。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） 聞いてもわからないというのは、私何か知らんけど不安なんですね。やはり、こ

れ付帯工事も含めたら１，８００万円かけておるわけですね。１，８００万円かけて、大ざっぱ

に阪神淡路の大震災ぐらいやったらもつでしょうとか、もちますとかいうのでは、メーカーにや

っぱりもう少しびしっと言われて、我々にわかる、Ｙ方向がどうと言われても、我々わかりませ

んと。やはり、テレビに出る震度何ぼ、これでどこまで耐えられることになったんだということ

にしていただきたいと。そうせんと、何かあやふやで、野田川町時分にもそのことをなかなか聞

いても出てこなんだんです。だけど今後は、やはりもっともっとずっとやっていただかなければ

なりません、ことしの補正でもね。やはり、しっかりと今の状態の中で、私が言いますのは、今

の状態の中で避難場所なんですね。どこそこの小学校だったら震度５までだったら大丈夫ですと

か、震度６だったら大丈夫ですというのは、やっぱり学校関係はつかんでおいてほしいんですわ。

それでなおかつ、補強工事をしたときには、震度７弱まで、７強までいけるというようなことを

やっぱり教育委員会としてはつかんでおいてほしいということを、これは水かけ論になろうと思

いますので、お願いにしておきます。 

次に質問させていただきます。１０７ページ、これはちょっと私の不勉強の部分もありますの

で、教えていただきたいんですが、山林の部分で区分の中に所有というのと分収というのがあり

ます。多分、この分収というのは、分収林だろうというふうに私は思っておるんですけれども、
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分収林で間違いないのかどうか。 

それから、分収林というのは、私の記憶の中では所有者と立木の権利が分かれておるというこ

とになっておるんだろうと、私の記憶が間違いなければですよ。間違っておったら言ってくださ

い。土地は恐らく町のものなんでしょう。立木はだれのものなのか、それからこの分収の場合に

は持ち分の割合があります。例えば、木を売ったときにだれが何ぼ、だれが何ぼというのが契約

の中にあるはずです。これは、相手がどこなのか、それから持ち分は何パーセントなのか、それ

から平米数はここに出ていますね、この場所はどこなのか、一遍にようけ言ったからわかりにく

かったかな、お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

山﨑課長 山林の土地権利区分ということで、町公道林地になると思います。分収については、いわゆる

造林事業者と土地所有者とか成果が上がったときに分収しあうということがあります。 

ただ、この表について、町公道林地について、全体的には別に資料を出させていただきますの

で、場所だとか分収契約書の中身だとかは、ちょっと今のところ手元にありませんので、別に資

料を出させていただきます。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） それでは別に資料をお願いをいたします。 

同じく、その１０７ページの地上権、これは私もどこにあるのかというのが全然わかりません。

この地上権は、この土地はどこにあるのか、それからどういう地上権なのか、お願いをいたしま

す。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 お答えをいたしたいと思います。 

場所は、それぞれ旧後野ですとか、金谷ですとか、滝とかとわかれるんですけれども、関西電

力の高圧線が走っております。それの財産区の上空を走っているようなやつにつきましては、地

上権の設定がされておりますので、関西電力の高圧線が通っている部分の面積ということで、表

示をさせていただいているというふうに理解しております。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） 財産区との関係はないんですか。線下補償なんかは旧野田川町ではほとんど財産

区がとられておったんですけれども、町に入る、これは地上権ということで町に・・・あるとい

うことは、補償が町に入ってくるということですか。 

委 員 長（赤松孝一） 和田課長。 

和田課長 一たん町の方に受け入れをさせていただいて、財産区で管理をしていただいている部分には財

産区の特別会計でもって、それぞれの財産区に支払いをさせていただいているということでござ

います。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） これももしあれだったら、資料がいただけたら大変ありがたいなというふうに思

います。 

時間もきましたので、最後にお尋ねいたします。 

建設課所管事項ということで、建設係の方から資料をいただいております。この中に、未処理
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の登記の部分です、登記事務に関する事項ということで、未処理の分が２５筆あります。農林課

が２６筆あります。本年度には処理ができておりません。この分について、加悦の分が入ってい

るのかどうか、入ってないのか、お尋ねいたします。 

委員長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 ただいま議案第委員からご質問ですけれども、建設課からそういった文書というのはない。野

田川の分だけで、加悦町はないということです。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） 野田川の分はわかっておるという中で聞かせていただきましたけれども、加悦町

には未登記の土地は、未処理の土地、いわゆる登記、町が使っておるけれども未処理になってお

るという土地は、建設課、農林課ともにありませんか。 

委員長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 登記の未処理はございます。町道何線かということまで言えませんけれども、何路線かあると

思います。あとは町道の拡幅したところが未登記の分があると思います。 

委員長（赤松孝一） 農林課長。 

山﨑課長 １７年度中について、土地改良等農林事業分については、建設課所管であったものですから、

現在私の方で１７年度の末は把握しておりません。土地改良事業等で未処理の登記とはいうのは

ありますか。 

委員長（赤松孝一） 西原主幹。 

西原主幹 私の方が把握させていただいておる分で、多分総合整備の関係で未処理のものが１路線あった

というふうに思っておりますが、ほかの物件につきましては、私が掌握している中では、昔の例

えば出し合いで、例えば道路をつくられたとか、それ以降それが町道に編入になったとか、そう

いうふうな昔からの拡幅を地元の方でやられた分を、町道として認定したというふうなものにつ

いては、あるだろうというふうに思っております。 

委 員 長（赤松孝一） 井田委員。 

９  番（井田義之） あるだろうではなしに、やっぱり未登記の部分があれば、しっかりと調べて調査

をして、町道である以上、また町の管理地である以上、しっかりとした登記をすべきですし、そ

れから今もしあるとしたら、やっぱり資料を提出をお願いをいたしまして、私の質問を終わりま

す。 

委 員 長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより、議案第１１８号を採決します。 

本案を、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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委 員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１１８号、平成１７年度加悦町一般会計歳入歳出決算については、認定すべき

ものと決定をいたしました。 

ここで、４時１５分まで休憩いたします。 

（休憩 午後４時００分） 

（再開 午後４時１５分） 

委員長（赤松孝一） それでは休憩を閉じまして、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、日程第２ 議案第１１９号、平成１７年度加悦町国民健康保険特別会計歳入歳出決算に

ついてを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１１９号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１１９号、平成１７年度加悦町国民健康保険特別会計歳入歳出決算については、

認定すべきものと決定いたしました。 

次に、日程第３ 議案第１２０号、平成１７年度加悦町簡易水道特別会計歳入歳出決算につい

てを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２０号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２０号、平成１７年度加悦町簡易水道特別会計歳入歳出決算については、認
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定すべきものと決定いたしました。 

次に、日程第４ 議案第１２１号、平成１７年度加悦町老人保健特別会計歳入歳出決算につい

てを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２１号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２１号、平成１７年度加悦町老人保健特別会計歳入歳出決算については、認

定すべきものと決定しました。 

次に、日程第５ 議案第１２２号、平成１７年度加悦町介護保険特別会計歳入歳出決算につい

てを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２２号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２２号、平成１７年度加悦町介護保険特別会計歳入歳出決算については、認

定すべきものと決定しました。 

次に、日程第６ 議案第１２３号、平成１７年度加悦町勤労者野外活動施設特別会計歳入歳出

決算についてを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 
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委 員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２３号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２３号、平成１７年度加悦町勤労者野外活動施設特別会計歳入歳出決算につ

いては、認定すべきものと決定しました。 

次に、日程第７ 議案第１２４号、平成１７年度加悦町土地取得特別会計歳入歳出決算につい

てを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２４号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２４号、平成１７年度加悦町土地取得特別会計歳入歳出決算については、認

定すべきものと決定しました。 

次に、日程第８ 議案第１２５号、平成１７年度加悦町住宅用地造成事業特別会計歳入歳出決

算についてを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

３番、上山委員。 

３  番（上山光正） １点だけお尋ねしたいと思います。 

１７５ページのこの補償費補てん及び賠償金でございますが、何分にも土地勘もわかってない

ということで、この事業が行われたまず経過から順を追ってお尋ねしたいと思いますが、なぜ今

回、日吉が丘の分譲地がですね、値下げになったという経過をお知らせ願いたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 上山委員さんからご質問がありましたけれども、補償補てん及び賠償金につきましては、日吉
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が丘分譲地の値下げに伴う返還金ということで備考に書いてあります。と申しますのが、１８区

画ありますけれども、なかなか売れないという状況を見たときに、不況対策と考えておりました

加悦町の建築組合さんにお世話になって、そこの土地内に建築された場合は、５％軽減するとい

ったことのチラシを入れたことがあります。それに伴います関係から、以前に建てられた家の方

の補償代金でございます。 

それから、日吉が丘の分譲宅地がなかなか売れない、そして算所分譲だけが１０区画のうち

９区画売れております。今１８区画のうち４区画は売れましたけれども、なかなか桑飼小学校の

グラウンドのすぐそばなので、バイパスから少し高いところにございますけれども、場所的には

いいだろうと思うんですけれども、ただ、法面部がかなりの敷地を占めるといったことがありま

すので、住宅を求められた場合の方がよく言われるんですけれども、法面敷があるから、そこの

手当の資金も借りたいなと、借りんと建築できないなということがありましたけれども、今のと

ころぼちぼちなんですけれども、売れつつあるという状況ですので、今後の行方を見たいという

考えでおります。よろしくお願いします。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） それはそれとしてですね、私全然当初からの、どういう趣旨であそこに建てられ

て、今回こういうことになったかということの経過がまずおっしゃっていただかんと、何でその

法面のあるそういったところへ、景観はよかってもね、分譲地として計画され、承認されて現在

に至っておるのかということを、まずお尋ねしたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 西原主幹。 

西原主幹 日吉が丘の分譲地でございますけれども、ここにつきましては、当初明石区の区長さんの方か

ら、地域の農地の方が荒廃しているというふうなことがございまして、その土地を有効活用がで

きないかなというふうなことがございまして、今先ほど安井主幹が申し上げましたように、桑飼

小学校の児童数がこれ以上人数を下げないというふうなことから、ここに分譲地をつくったらど

うだというふうなことで、そういうふうな計画をさせていただきました。 

当初、ずっとここの分につきましては、古墳等が近くにあるというようなこともございまして、

古墳調査をさせていただいておりました。ここにつきましては、面積も当初は１ヘクタールを超

えるというふうなことから、開発にもかかわってくるというようなことで、一応開発行為にかか

る調整池等も従前にはつくらせていただいておりました。それで事業は進捗をさせていただいて

おったわけでございますけれども、途中、教育委員会の方から重要なものが出てきたというふう

なことがございまして、当初１ヘクタールを超える開発をさせていただく計画としておったもの

を、大体８，０００平米ぐらいに縮小をせざるを得ないというふうな事態が生じました。そのこ

とにおきまして、今までかかっておった経費の分につきまして、どうしても分譲の方で支出をし

なければならないというふうなことございまして、坪当たりの単価は高くなったというふうなこ

とがございます。 

そういう面から、本来もっと、例えば法面の部分を低くするとか、そういうふうなことは考え

ておりましたけれども、これ以上やっていくと単価が高くなるばかりだというふうなことから、

法面部の部分について、そのままやらせていただいたというようなことでございます。 

そういうふうなことから、今回先ほども申しましたような法面の軽減を図っていくというふう
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なことで、単価を下げさせていただいたと。その分について、先ほども従前に買われた方がござ

いましたので、その分につきまして、返還をさせていただいた。単価を下げたことによって、お

返しをしたというふうな返還金が７６万７，９５０円発生したというようなことでございます。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） ただいま事情はよくわかるわけですけれども、そうするとですね、これ当初計画

のときの地価価格とですね、現在と相当の差金が出てくるわけですけれども、これが今日まで、

負の財産として、マイナスの財産として今回与謝野町に引き継がれていくわけですけれども、こ

の値下げをした理由はわかったんですが、値下げをしたことによって、また分譲地が売れていく

というような傾向があるのかどうか、これにつきましてお尋ねしておきたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 ただいま申しました値下げしてから２件、建築しております。４件のうち２件と。今のところ

は、その１０％の補助も合併に伴う関係で今のところ廃止しております。日吉が丘、それから福

井小井根団地の２団地ですけれども、補助としてありましたけれども、その補助も今のところ廃

止ということです。 

ただ、４件のうち２件分建ったということでは、少しはご本人さんに対してプラスになったか

なということでご理解を賜りたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） 先ほどの回答とですね、先ほどは不況対策の一環として大工さんが建てられたら

５％減額するということがですね、今の回答では、１０％というようなことをお聞きしたわけで

すが、これはどういうことだったかということとですね、このまだ大分この区画が残っておるわ

けですけれども、これについてはですね、マイナスの財産を抱えるんであれば、思い切ってです

ね、もう少し買っていただける値段にまで落としてですね、そしてもう既に入っておられる方に

ただいまのように補てんしてでも、やっぱり財産を生かしていかんと、売れる可能性があるんな

らいいですよ、それで売れるようにいろんな方策を使って、努力されるんであればいいんですが、

何分にも町ではプロじゃないですし、たとえプロにお願いしたところで、単価があわなければ売

れないという結果にもなってきますので、この辺の将来の見通しですね、これをお尋ねしておき

たいと思います。 

委員長（赤松孝一） 安井主幹。 

安井主幹 先ほど５％と申しましたけれども、５％は法面敷の法面部の敷地内の５％の軽減でして、宅地

購入者の方が住宅建築等、町内業者に依頼されますと１０％の補償ということですので、訂正よ

ろしくお願いします。 

それから、将来のどうなるという話ですけれども、今のところ１８団地のうち４団地しか売れ

てないという状況を見たときに、なかなか１年度間で２件、３件ということでは、町側もなかな

か実際持っていても、そういった完売しないということがありますので、分譲宅地にとりまして、

何か施策等々を考えないとだめかなと。例えば、もう少し軽減して固定資産税等々宅地を求めら

れて建てられた場合は固定資産税等も入りますので、そちらの方でカバーするだとかいったこと

も考えなければならないかなといったことも思っていますけれども、それも与謝野町建設課と協

議して、また調整を図りたいというふうに思っております。 
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委 員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） その辺のところはわかったわけですけれども、あの高台はですね、今後、ちょっ

と外れますけれども、下水道が実際にはいつごろ迎えにいけるんかと。やはり今後土地を売って

いく場合にですね、下水道の接続すらできないというようなことでは、非常に価値観が低いとい

うことなんですが、大体この下水道が迎えにいく計画というのは、何年ごろになるんでしょうか。 

委員長（赤松孝一） 西原主幹。 

西原主幹 日吉が丘の分譲地につきましては、下水道の調整をさせていただきまして、もう引き込みが完

了しています。 

委員長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２５号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２５号、平成１７年度加悦町住宅用地造成事業特別会計歳入歳出決算につい

ては、認定すべきものと決定いたしました。 

次に、日程第９ 議案第１２６号、平成１７年度加悦町下水道特別会計歳入歳出決算について

を議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

３番、上山委員。 

３  番（上山光正） それでは１点だけお尋ねしたいと思います。 

この１８４ページのですね、負補交なんですが、宮津湾流域下水道維持管理費に関してですね、

平成１７年度における負担水量、それから下水道接続可能な戸数ですね、それから接続数と。こ

れ１７年度現在でどれぐらいになっておるか、お尋ねしたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 西村主幹。 

西村主幹 お答えいたします。 

宮津湾流域下水道維持管理負担金に係ります計画水量ですが、平成１７年度におきましては、

旧加悦町は６２万立米でございます。 

それから続きのご質問でございますが、１７年度末におきます旧加悦町の接続可能戸数でござ

いますが、用水人口が７，８７６人に対しまして、接続可能人口が４，５７８人となっておりま

す。それのうちですね、接続が既に済んでおります人口が２，６９２人でございます。 

旧加悦町におきます接続可能戸数でございますが、１，６５２世帯、戸数でございます。その
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うち、接続済でございますが、９７９でございます。 

以上です。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） その接続数ですね、９７９戸、そして可能数が１，６５２戸、これの町が下水道

料として空水量ですね、つまり、これを払っている金額は幾らぐらいになりますか。 

委員長（赤松孝一） 西村主幹。 

西村主幹 お答えいたします。 

平成１７年度におきましては、ただいまの２月末決算では、全額京都府の方には支払いはして

おりません。３月新町での支払いをあわせまして支払いをいたしておりますが、それに対しまし

て金額ベースで言いますと、１，０７８万，５，０００円を負担しております。使用料で余分に

払っております。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） ただいまお聞きしたとおりの数値ですけれども、これはせいぜいですね、早いこ

と接続していただけるようにですね、どういうような勧誘の方法とか、考えておられるのか、も

しお答えできるんでしたらお願いしたいと思います。 

委員長（赤松孝一） 西村主幹。 

西村主幹 お答えいたします。 

これまで旧町、それぞれ３町でそれぞれの思いの中で水洗化促進施策を行ってきましたが、新

町にあたりましては、一応合併協議の中で統一いたしましたことは、まず融資斡旋、これにつき

ましては３年が経過していても、やはり行政として資金を調達できない方については資金の支援

をしていく、これは３年を超えていても必要であるということから、融資斡旋は行います。 

ただし、その中で３年以内に接続された方につきましては、さらに利子補給を行っていくとい

うことで、融資斡旋は一大便器当たり１００万円ですが、利子補給につきましては、そのうちの

８０万円分につきまして、全額利子補給をしていくということでございます。これは旧加悦、野

田川町では、全額という考え方はありませんでしたが、その辺を新町に当たりましては、行って

いきたいと。 

それとあわせまして奨励金、これは旧岩滝町さんで実施されておりました奨励金を新町でも採

用していくということで、３年以内に接続されたご家庭には、３万円の奨励金を交付していくと

いうようなことで、目に見えたものはこれぐらいでございますけれども、あとにつきましては、

工事の執行方法をできるだけ細やかな発注形態をできれば、１軒でも早くつながるというような

こともございますので、その辺も今後の課題として考えていくと。それから大口の利用者があれ

ば、そういうところに早く行くとか、そういうことも今後の課題として考えていきたいというふ

うに考えています。 

以上です。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） この１，０００万円を超える金額はですね、もう既に接続をされとる方は二重払

いになるんですね。自分の下水道料は払いながら、よそ様の接続していない部分を負担するわけ

ですから、町が払うということは、ということなんで、これは真剣になってですね、担当課で取
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り組んでいただきたいなというふうに思うわけです。そうせんと、これは不公平になるわけです

ね。 

それともう１点お尋ねするんですが、課の考え方として、水洗化をするというのは、イコール

トイレ、ふろまわり、全部を多分考えておられると思うんです。しかしですね、環境保全を行っ

ていくためには、それはもちろんトイレの改修も大事かと思います。それに倍して大事なのが、

この炊事場の排水、おふろ場、こういったものが大気汚染に特に岩滝の内海なんかはひどく汚れ

るわけですが、これにつながると思うんですが、この辺の方法ですね、便所はあとでもいいけれ

ども、炊事場だとかふろ場の雑排水を早いこと処理をお願いしますと、こういうような方法もひ

とつの方法かと思うんです。実際に私の工場でも、トイレはまだしていませんが、そうした薬品

を使うということでやっています。これは枡をいけて簡単にできます。安くて。だから、そうい

うこともひとつ勧誘の際の材料としてですね、工法についてはまたこれ済んでから教えますけれ

ども、そういう方法もあるということも入れながら、やはり勧誘の体制というものを考えていた

だきたいというふうに思いますが、この辺はいかがですか。 

委員長（赤松孝一） 西村主幹。 

西村主幹 ただいまの上山委員のご指摘は、まことにごもっともなことだというふうに感じています。お

っしゃられますように、下水道法ではくみ取り便所は３年以内に接続替えをすると、それからそ

れ以外の施設につきましては、表現上は遅滞なくというふうなことで、２段階にわけて法律では

規定されております。ということは、ふろ、台所、そういったものについては早いうちにつなげ

なさいと。それから便所は３年間の猶予を与えますというようなことになっております。 

ということでパンフレット等もつくりまして、説明会でもそういう説明はいたしておりますが、

現実問題、工事をされるときに、やはり２回に分けてされると、効率の面でも悪いというような

ことも出ておると思いますので、そういうようなことも説明をするんですが、実際にはそういう

ふうな、工事をされる方もありますけれども、なかなかそういうようなことに踏み切られる方は

少ないんではないかなというふうに思っています。 

考え方としては、まことにごもっともで、そういうことがとりあえずつないでいただければ、

水洗化率はぐっと上がりますので、ただ便所はつながっていないというふうな状況になりながら

も、水洗化率は上がってくるということはわかりますので、今後の課題ということも含めまして、

考えてはいきたいと思いますけれども、現実のところもちょっと考えながら進めていきたいなと

いうふうに思っています。 

以上です。 

委員長（赤松孝一） 上山委員。 

３  番（上山光正） よくわかるんですが、現実問題だから真剣になって考えていただきたいと。くみ

取りは遅くなっても、野田川の環境衛生が延命できるということはあるわけですが、臭いの関係

はあるわけですけれども、やっぱり雑排水が溝に流れるということは、町の中でも不衛生的とい

うこともありますし、それから今おっしゃいました排水でも、これパイプ使ってすれば樋式で、

そういう感覚で考えてもらったらいいんです。家のまわりを樋をずっとつけるんだという感覚で、

別にそんな工事費なんて大して要りません。それで解消できます。 

以上で終わります。回答はいいです。 
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委 員長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第１２６号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２６号、平成１７年度加悦町下水道特別会計歳入歳出決算については、認定

すべきものと決定しました。 

次に、日程第１０ 議案第１２７号、平成１７年度加悦町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

についてを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２７号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２７号、平成１７年度加悦町農業集落排水特別会計歳入歳出決算については、

認定すべきものと決定いたしました。 

次に、日程第１１ 議案第１２８号、平成１７年度加悦町財産区特別会計歳入歳出決算につい

てを議題とします。 

提案説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

委員長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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委 員 長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第１２８号を採決します。 

本案は、認定すべきものに賛成の委員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

委員長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第１２８号、平成１７年度加悦町財産区特別会計歳入歳出決算については、認定

すべきものと決定いたしました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これにて散会します。 

次回は、９月２７日午前９時３０分から開始しますので、ご参集ください。 

ご苦労さんでございました。 

（散会 午後４時５２分） 

 


